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＊

　
「
春
光
天
地
に
満
つ
る
」
と
い
う
言
葉
が

あ
り
ま
す
が
、
ま
さ
に
清
々
し
い
早
春
の

息
吹
が
感
じ
ら
れ
る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

　
私
は
、
町
長
へ
の
就
任
以
来
、「
町
民
の

一
人
ひ
と
り
に
寄
り
添
う
ま
ち
づ
く
り｣

を

モ
ッ
ト
ー
に
、
阿
武
町
の
良
き
歴
史
と
伝
統

を
継
承
し
な
が
ら
、
め
ざ
す
べ
き
将
来
像

「
夢
と
笑
顔
あ
ふ
れ
る
豊
か
で
住
み
よ
い

文
化
の
町｣

の
創
出
と
、
躍
動
し｢

選
ば
れ
る

町
づ
く
り
」
の
た
め
、
町
民
に
寄
り
添
い
、

意
見
に
耳
を
傾
け
、
町
民
目
線
で
「
打
て
ば

響
く
町
政
」
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

＊

　
ま
ず
、子
育
て
支
援
で
は
、若
い
親
の
負
担

軽
減
と
い
う
観
点
か
ら
、
国
の
制
度
だ
け
で

は
不
十
分
で
あ
る
と
の
認
識
で
、
昨
年
10
月

か
ら
３
歳
未
満
児
を
含
む
保
育
料
の

完
全
無
償
化
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
子
育
て
支
援
に
は
力
を
入
れ
、

一
人
で
も
多
く
の
方
々
か
ら
、
阿
武
町
で

子
ど
も
を
産
み
、
子
育
て
し
て
良
か
っ
た
と

喜
ん
で
い
た
だ
け
る
施
策
を
、
し
っ
か
り
と

展
開
し
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
こ
れ
が
、

き
っ
と
出
生
率
の
向
上
に
も
つ
な
が
っ
て

い
く
と
信
じ
て
い
ま
す
。

＊

　
阿
武
町
の
差
し
迫
っ
た
問
題
は
、
な
ん
と

言
っ
て
も
「
人
口
減
少
を
、
ど
う
や
っ
て

食
い
止
め
る
か
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
つ
ま
り「
人
口
定
住
対
策｣

で
あ
り
、特
に
、

「
若
者
の
定
住｣

と
、
そ
の
前
提
条
件
と
な
る

「
雇
用
の
創
出
」
が
大
き
な
課
題
で
す
。

＊

　
「
選
ば
れ
る
ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業
」

で
は
、
引
き
続
き
「
１
／
４
ワ
ー
ク
ス｣

に

よ
る
短
期
の
仕
事
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
や
情
報

発
信
を
行
う
こ
と
で
「
多
様
な
働
き
方｣

を

提
案
し
、地
域
と
若
者
の
接
続
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、「
町
と
人
の
つ
な
が
り｣

を
育
む
と

い
う
観
点
か
ら
、
地
元
住
民
を
巻
き
込
ん
だ

体
験
ツ
ア
ー
な
ど
の
企
画･

実
施
を
通
し
て

阿
武
町
独
自
の｢

着
地
型
観
光｣

の
ス
タ
イ
ル

を
確
立
し
、
交
流
の
中
で
地
域
へ
の｢

愛
着｣

を
抱
い
て
も
ら
え
る
機
会
を
創
出
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、｢

阿
武
町
暮
ら
し
支
援
セ
ン
タ
ー

shiBano

」
な
ど
の
地
域
拠
点
で
の
交
流
を

通
し
て
、
空
き
家
利
活
用
や
住
ま
い
の
情
報

発
信
を
行
う
こ
と
で
、「
す
ま
い･

し
ご
と･

つ
な
が
り｣

の
三
要
素
を
「
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
」

に
束
ね
る
こ
と
で
、
移
住
・
定
住
の
促
進
を

図
り
ま
す
。

＊

　
道
の
駅
阿
武
町
に
お
い
て
は
、「
ま
ち
の

縁
側
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト｣

を
推
進
し
ま
す
。

　
将
来
、
山
陰
道
の
開
通
後
、
阿
武
町
が

｢

素
通
り
さ
れ
る
町｣

に
な
ら
な
い
よ
う
、
町

の
体
力
が
あ
り
、
地
方
創
生
交
付
金
を
活
用

で
き
る
今
の
う
ち
か
ら
、
町
に
立
ち
寄
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
「
新
た
な
目

的
地
づ
く
り｣

や
、経
営
の
視
点
で
観
光
地

開
発
を
担
う
組
織
「
阿
武
町
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
」
の

創
設
を
は
じ
め
と
す
る｢

拠
点
づ
く
り｣

な
ど

の
施
策
に
取
り
組
み
ま
す
。
そ
し
て
、
道
の

駅
の
「
多
目
的
化｣

を
図
り
、
地
域
内
循
環

の
相
乗
効
果
を
促
し
ま
す
。

＊

　
「
新
た
な
し
ご
と
創
出
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

で
は
、
引
き
続
き
、
専
門
家
で
あ
る｢

魚
の

伝
道
師
」・
上
田
勝
彦
氏
を
招
い
て
、
魚
の

ブ
ラ
ン
ド
化
や
高
付
加
価
値
化
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、
道
の
駅
で
の
鮮
魚
の
販
売
価
格

の
適
正
化
や
、
売
り
上
げ･

販
路
拡
大
な
ど

を
め
ざ
し
、
町
外
か
ら
の
「
外
貨
獲
得｣

と
、

町
内
で
の
「
経
済
循
環
」
を
実
現
し
ま
す
。

　
ま
た
、林
業
の
分
野
で
は
、「
自
伐
型
林
業
」

を
推
進
し
、
モ
デ
ル
林
と
し
て
遠
岳
山
に

永
続
的
に
利
用
で
き
る「
壊
れ
な
い
作
業
道
」

を
開
設
す
る
こ
と
で
、
阿
武
町
の
面
積
の

約
８
割
を
占
め
る
、
山
の
資
産
価
値
の
向
上

を
図
り
、
新
た
な
仕
事
創
出
や
林
業
収
入
の

安
定
化
を
模
索
し
ま
す
。

＊

　
一
方
で
、
私
が
「
最
重
要
事
項｣

と
位
置

づ
け
て
考
え
て
い
る
こ
と
に
、
町
民
の
み
な

さ
ん
の
「
暮
ら
し
の
見
直
し
」
と
「
新
た
な

地
域
へ
の
支
援
」
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
は
「
当
た
り
前
に
で
き
て
い
た

こ
と
」
が
高
齢
化
と
人
口
減
少
の
せ
い
で
、

だ
ん
だ
ん
と
難
し
く
な
り
、
地
域
の
深
刻
な

「
困
り
ご
と
」と
し
て
浮
上
す
る
よ
う
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。
高
齢
者
の
「
移
動
の
確
保
」、

「
買
物
支
援
」
や
「
ご
み
出
し
」、「
電
球
の

交
換
」
な
ど
、
ち
ょ
っ
と
し
た
身
近
な
困
り

ご
と
の
問
題
、
そ
し
て｢

地
域
医
療｣

の
問
題

な
ど
、
新
た
な
地
域
支
援
の
手
段
を
確
立

す
る
必
要
が
あ
る
の
で
す
。

＊

　
地
方
自
治
の
最
大
の
目
的
は
、
そ
こ
に

暮
ら
す
住
民
の
声
が
し
っ
か
り
と
伝
わ
り
、

行
政
運
営
に
反
映
さ
れ
、
色
々
な
施
策
が

展
開
さ
れ
、
回
り
ま
わ
っ
て
住
民
の
暮
ら
し

の
満
足
度
と
し
て
返
っ
て
く
る
こ
と
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
新
年
度
も
、
初
心
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、

町
民
の
み
な
さ
ん
が
、
よ
り
住
み
や
す
く
、

よ
り
豊
か
に
、よ
り
安
心
に
暮
ら
せ
る
よ
う
、

ま
た
、
持
続
可
能
な
循
環
型
社
会
の
形
成
に

向
け
て
、
今
後
も
、
自
信
と
誇
り
を
持
っ
て
、

住
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
の
期
待
に
応
え
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

令
和
２
年
度  

施
政
方
針

し
ば
の

う
え
だ  

か
つ
ひ
こ
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１
．
誇
り
と
活
力
の
あ
る

　
　

仕
事
づ
く
り

　
　
　

産
業
／
経
済
／
労
働
／
雇
用
／
働
き
方

　
農
業
関
係
で
は
、
農
村
地
域
の
防
災
力

向
上
を
図
る
た
め
の
総
合
的
な
防
災･

減
災

対
策
の
た
め
、「
た
め
池
切
開
の
実
施
設
計

策
定
」・「
揚
水
機
補
修
」
を
実
施
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
セ
ン
チ
ピ
ー
ド
グ
ラ
ス
の

畦
畔
・
法
面
な
ど
へ
の
吹
き
つ
け
、
農
家

の
草
刈
り
労
力
を
軽
減
す
る
「
畦
畔
管
理

省
力
化
事
業
」、
農
林
水
産
物
の
加
工
品

製
造
に
必
要
な
機
器
の
導
入
を
支
援
す
る

「
お
い
し
い
も
の
づ
く
り
活
動
支
援
事
業
」

な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

　
ま
た
、
継
続
事
業
と
し
て
「
県
営
ほ
場

整
備
事
業
」
の
福
田
長
沢
地
区
の
パ
イ
プ

ラ
イ
ン
や
暗
き
ょ
排
水
の
整
備
、
新
立
・

森
見
藤
地
区
の
用
水
路
整
備
の
「
農
業

競
争
力
強
化
基
盤
整
備
事
業
」、
う
も
れ
木

の
郷
の
ポ
ン
プ
施
設
補
修
の
「
土
地
改
良

施
設
適
正
化
事
業
」。

　
遊
休
農
地
・
耕
作
放
棄
地
の
解
消
と

農
作
業
の
省
力
化
、
効
率
化
を
図
り
、

特
産
品
の
キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
の
モ
デ
ル

農
園
を
整
備
す
る
「
県
営
農
業
生
産
力
等

機
能
強
化
対
策
事
業
」
を
実
施
し
ま
す
。

　
「
有
害
鳥
獣
駆
除
事
業
」
で
は
国
庫
補
助

の
対
象
と
な
ら
な
い
イ
ノ
シ
シ
等
侵
入

防
止
柵
の
設
置
補
助
な
ど
の
対
策
も

図
り
ま
す
。

◎
農
業
水
路
等
長
寿
命
化･

防
災
減
災
事
業

　
　
　
　
　
　
（
９
２
７
万
５
０
０
０
円
）

◎
農
業
競
争
力
強
化
基
盤
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
７
３
５
万
円
）

◎
県
営
農
業
生
産
力
等

　
機
能
強
化
対
策
事
業　
（
６
５
０
万
円
）

◎
新
規
農
業
就
業
者
定
着
促
進
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
２
５
万
円
）

　
林
業
関
係
で
は
、
担
い
手
不
足
を
解
消

す
る
た
め
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
制
度

を
活
用
し
て
「
自
伐
型
林
業
を
実
践
す
る

林
業
支
援
員
」
を
設
置
し
、
任
期
満
了
後

に
定
着
で
き
る
よ
う
支
援
を
行
う
ほ
か
、

薪
の
流
通
促
進
を
図
る
「
薪
ス
ト
ー
ブ
等

購
入
補
助
金
」、
森
林
保
全
と
良
質
優
良
材

の
生
産
に
向
け
た
保
育
事
業
を
計
画
的
に

実
施
す
る
ほ
か
、
東
イ
ラ
オ
山
線
復
旧

工
事
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

◎
町
有
林
造
林
事
業

　
　
　
　
　
（
１
０
１
３
万
５
０
０
０
円
）

◎
薪
ス
ト
ー
ブ
等
購
入
補
助
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
60
万
円
）

　
水
産
業
関
係
で
は
、
㈱
宇
田
郷
定
置
網

の
鮮
魚
包
装
・
加
工
施
設
な
ど
の
整
備
に

対
し
て
「
漁
業
経
営
構
造
改
善
事
業
」
の

補
助
を
行
う
ほ
か
、
継
続
事
業
と
し
て
、

宇
田
郷
漁
港
尾
無
地
区
に
お
い
て
漁
港

施
設
整
備
事
業
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

◎
漁
業
経
営
構
造
改
善
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
７
５
０
万
円
）

◎
漁
港
施
設
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
０
２
０
万
円
）

　
商
工
業
関
係
で
は
、
継
続
事
業
と
し
て

起
業
時
の
初
期
投
資
の
負
担
軽
減
を
図
る

「
起
業
化
支
援
事
業
」
を
実
施
す
る
ほ
か
、

引
き
続
き
、
雇
用
の
場
を
確
保
す
る
た
め
、

企
業
誘
致
推
進
員
と
と
も
に
企
業
誘
致
の

積
極
的
な
セ
ー
ル
ス
活
動
を
行
い
ま
す
。

◎
起
業
化
支
援
事
業　
　
（
１
０
０
万
円
）

２
．
個
が
尊
重
さ
れ
る

　
　

生
活
づ
く
り

　
　
　
　

福
祉
／
介
護
／
医
療
／
看
護
／

　
　
　
　

社
会
保
険
／
男
女
共
同
参
画
／
人
権

　
福
祉
関
係
で
は
、
在
宅
の
高
齢
者
な
ど

が
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら

し
て
い
け
る
よ
う
「
新
た
な
地
域
づ
く
り

調
査
研
究
事
業
」
と
し
て
、
高
齢
者
の

移
動
の
確
保
、
買
い
物
支
援
、
ご
み
出
し
、

電
球
の
交
換
な
ど
の
ち
ょ
っ
と
し
た
身
近

な
困
り
ご
と
の
問
題
や
地
域
医
療
の
問
題

な
ど
、
地
域
の
生
活
や
暮
ら
し
を
守
る

た
め
の
仕
組
み
づ
く
り
を
構
築
す
る
た
め
、

専
門
家
を
交
え
た
調
査
研
究
を
行
い
ま
す
。

　
継
続
事
業
と
し
て
、
在
宅
の
障
害
者
や

高
齢
者
な
ど
の
日
常
生
活
の
利
便
性
向
上

と
福
祉
の
増
進
を
図
る
た
め
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ワ
ゴ
ン
お
よ
び
福
祉
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー

の
利
用
運
賃
を
助
成
す
る
と
と
も
に
、
子

育
て
支
援
・
少
子
化
対
策
と
し
て
高
校
生

ま
で
の
医
療
費
の
完
全
無
料
化
、
保
育
料

完
全
無
償
化
、
み
ど
り
保
育
園
外
国
青
年

招
致
事
業
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

◎
新
た
な
地
域
づ
く
り
調
査
研
究
事
業

　
　
　
　
　
　
　
（
４
４
万
２
０
０
０
円
）

◎
福
祉
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
助
成
事
業

　
　
　
　
　
　
（
１
９
０
万
８
０
０
０
円
）

◎
保
育
料
完
全
無
償
化
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
８
０
０
万
円
）

  令和２年度 当初予算が成立
　　　　　　一般会計　34 億 8,500 万円
　　　　　　特別会計　16 億 7,869 万 1,000 円
　　　　　　総　　額　51 億 6,369 万 1,000 円

　
令
和
２
年
度
阿
武
町
一
般
会
計
の
予
算
総
額
は
、
昨
年
度
か
ら

６
億
６
１
０
０
万
円
（
23･

４
％
）
の
増
額
で
す
。

　
ま
た
、
国
民
健
康
保
険
事
業
な
ど
７
つ
の
特
別
会
計
を
合
わ
せ
た

予
算
総
額
は
、昨
年
度
か
ら
７
憶
２
５
９
８
万
５
０
０
０
円（
16･

４
％
）

の
増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
当
初
予
算
に
計
上
し
た
主
な
事
業
に
つ
い
て
、「
第
７
次
阿
武
町

総
合
計
画
」
の
７
つ
の
柱
に
沿
っ
て
説
明
し
ま
す
。

自伐型林業 研修会

令和２年度の予算などを話し合う「阿武町議会３月定例会（令和２年第１回定例会）」が、３月３日から 23 日まで開かれ、
提出議案 25件と選挙１件、諮問一軒、全員協議会での報告２件と協議２件が、慎重に審議され、原案どおり可決または承認されました。

け
い
は
んし

ん
た
て

よ
う
す
い
き

ま
き
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「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
特
別
事
業
」

は
、
引
き
続
き
地
方
創
生
推
進
交
付
金
を

活
用
し
な
が
ら
、「
選
ば
れ
る
町
づ
く
り

推
進
事
業
」
の
た
め
の
８
本
の
重
点
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
外
部
専
門
家
な
ど
を

活
用
し
て
取
り
組
む
と
と
も
に
、「
新
た
な

し
ご
と
創
出
事
業
」
と
し
て
、
水
産
業
の

付
加
価
値
流
通
や
自
伐
型
林
業
の
活
用
、

「
ま
ち
の
縁
側
事
業
」
ソ
フ
ト
事
業
と
し
て

道
の
駅
を
ハ
ブ
と
し
た
、
拠
点
の
運
営

サ
ポ
ー
ト
や
地
域
内
経
済
循
環
の
仕
組
み

づ
く
り
を
構
築
し
て
い
き
ま
す
。

　
ハ
ー
ド
事
業
と
し
て
地
方
創
生
拠
点

整
備
交
付
金
を
活
用
し
、「
ま
ち
の

縁
側
拠
点
整
備
事
業
」
と
し
て
、
滞
在

拠
点
と
し
て
の
キ
ャ
ン
プ
フ
ィ
ー
ル
ド
や

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
整
備
を
行
う

と
と
も
に
、
町
外
か
ら
の
人
の
流
れ
と

関
係
人
口
を
増
や
し
、
移
住
定
住
に
つ
な

げ
て
い
く
と
と
も
に
、
地
域
内
生
産
物
の

消
費
を
促
し
、「
人
」・「
物
」・「
お
金
」
が

地
域
内
で
循
環
す
る
持
続
可
能
な
町

づ
く
り
を
め
ざ
し
ま
す
。
関
連
事
業
と

し
て
、
道
の
駅
発
祥
交
流
館
や
倉
庫
な
ど

の
解
体
に
伴
う
テ
ナ
ン
ト
の
施
設
移
設

事
業
な
ど
も
実
施
し
ま
す
。

◎
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
特
別
事
業

　
　
　
（
８
億
２
０
５
３
万
９
０
０
０
円
）

　
交
通
関
係
で
は
、
生
活
路
線
バ
ス
・

町
営
バ
ス
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ワ
ゴ
ン
の

運
行
事
業
を
引
き
続
き
行
い
ま
す
。

◎
地
方
バ
ス
路
線
維
持
対
策
事
業
ほ
か

　
　
　
　
　
（
３
７
７
９
万
１
０
０
０
円
）

 

４
．
町
の
力
と
な
る

　
　

ひ
と
づ
く
り

　
　
　
　

保
育
／
学
校
教
育
／
社
会
教
育
／

　
　
　
　

協
働
／
住
民
自
治

　
教
育
関
係
で
は
、
各
公
民
館
図
書
コ
ー

ナ
ー
の
整
備
を
年
次
を
お
っ
て
実
施
し
、

初
年
度
は
宇
田
郷
の
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

図
書
コ
ー
ナ
ー
の
改
修
に
係
る
実
施
計
画

に
着
手
し
ま
す
。

　
ま
た
、
新
た
に
阿
武
中
学
校
の
会
議
室

エ
ア
コ
ン
整
備
と
町
民
セ
ン
タ
ー
多
目
的

ホ
ー
ル
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
工
事
、
宇
田
ふ
れ
あ
い

グ
ラ
ウ
ン
ド
の
防
球
ネ
ッ
ト
等
修
繕
工
事

を
行
い
、
施
設
の
長
寿
命
化
に
努
め
ま
す
。

　
「
町
制
施
行
65
周
年
記
念
事
業
」
と
し
て

式
典
を
開
催
し
、
町
の
発
展
・
振
興
に

貢
献
し
た
方
々
へ
の
表
彰
な
ど
を
行
う
と

と
も
に
、
新
た
な
総
合
計
画
に
よ
る

阿
武
町
の
魅
力
を
広
く
周
知
し
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
お
よ
び

集
落
支
援
員
に
つ
い
て
も
、「
地
域
再
生

計
画
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
」
と
「
ま
ち
の

縁
側
事
業
推
進
」
の
た
め
、
各
２
名
ず
つ

新
た
に
雇
用
す
る
予
定
で
す
。

◎
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
図
書
コ
ー
ナ
ー

　
整
備
事
業　
　
　
　
（
１
１
５
５
万
円
）

◎
阿
武
中
学 

校
会
議
室
エ
ア
コ
ン
整
備

　
事
業
ほ
か　
　
　
　
（
４
３
６
６
万
円
）

５
．
未
来
に
つ
な
ぐ

　
　

環
境
づ
く
り

　
　

 　
　

環
境
／
土
地
／
社
会
基
盤

　
社
会
基
盤
関
係
で
は
、
イ
ン
フ
ラ
長

寿
命
化
修
繕
計
画
に
基
づ
き
、
町
道
奈
古

漁
港
線
の
鹿
島
大
橋
の
橋
梁
補
修
設
計
や
、

奈
古
地
区
の
東
光
寺
上
郷
線
防
護
柵
設
置

工
事
、
下
郷
郷
川
線
路
肩
整
備
工
事
、

福
賀
地
区
の
栃
原
広
乙
線
上
流
水
路
改
修

工
事
、
県
営
農
村
災
害
対
策
整
備
事
業
に

よ
る
古
屋
た
め
池
整
備
を
実
施
し
ま
す
。

　
継
続
事
業
と
し
て
、
福
賀
地
区
の
町
道

亀
山
十
王
堂
線
道
路
改
良
事
業
、
宇
田
郷

地
区
の
町
道
宇
田
中
央
線
の
千
歳
橋
補
修

事
業
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
高
齢
化
に

伴
い
負
担
と
な
っ
て
い
る
自
治
会
の
労
力

負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、
町
道
草
刈
作
業

労
力
負
担
軽
減
事
業
に
つ
い
て
も
、
緊
急

性
の
高
い
箇
所
を
選
定
し
な
が
ら
、
引
き

続
き
実
施
し
ま
す
。

◎
橋
梁
補
修
事
業　
　
（
３
０
１
０
万
円
）

６
．
安

全

安

心

な

　
　

暮
ら
し
づ
く
り

　
　
　
　

交
通
安
全
／
防
犯
／
防
災
／

　
　
　
　

空
き
家
／
消
費
者
行
政

　
防
災
関
係
で
は
、
設
置
要
望
の
あ
っ
た

福
賀
地
区
・
宇
田
地
に
消
火
栓
を
１
基

新
設
、
ま
た
、
災
害
時
緊
急
時
に
地
域

住
民
に
迅
速
な
情
報
伝
達
を
行
う
た
め
、

津
波
浸
水
想
定
区
域
に
順
次
進
め
て
い
る

防
災
行
政
無
線
屋
外
拡
声
器
を
奈
古
地
区
・

筒
尾
に
設
置
し
ま
す
。

　
「
国
土
強
靱
化
地
域
計
画
」
を
策
定
し
、

大
規
模
自
然
災
害
へ
の
事
前
に
取
り
組
む

べ
き
施
策
の
方
向
性
な
ど
を
図
り
ま
す
。

◎
消
火
栓
新
設
事
業　
　
　
（
９
０
万
円
）

◎
防
災
行
政
無
線
屋
外
拡
声
装
置

　
増
設
事
業　
　
　
　
　
（
６
６
０
万
円
）

上空から見た「道の駅」周辺

ふれあいセンター 図書コーナー

ひ
ろ
お
つ

じ
ゅ
う
お
う
ど
う

　
医
療
関
係
で
は
、
不
妊
治
療
の
経
済
的

負
担
軽
減
を
図
り
、
不
妊
治
療
の
一
部
を

県
の
制
度
に
上
乗
せ
し
て
助
成
し
ま
す
。

　
ま
た
、
高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防

接
種
や
子
ど
も
な
ど
へ
の
任
意
予
防
接
種
、

風
し
ん
抗
体
検
査
な
ど
の
助
成
、
各
種

健
康
福
祉
事
業
、
生
活
支
援
事
業
な
ど
に

つ
い
て
も
継
続
実
施
し
ま
す
。

◎
不
妊
治
療
費
助
成
事
業　
　
（
50
万
円
）

◎
高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

　
助
成
事
業　

 （
５
１
９
万
５
０
０
０
円
）

 

３
．
人
が
集
ま
る

　
　

ま
ち
づ
く
り

　
　

観
光
／
住
宅
／
移
住
定
住
／
交
流
／
交
通

　
住
宅
関
係
で
は
、
老
朽
化
が
進
ん
だ

水
ヶ
迫
団
地
の
浴
室
を
ユ
ニ
ッ
ト
バ
ス
に

変
更
す
る
改
修
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　
引
き
続
き
住
宅
取
得
補
助
金
や
空
き
家

リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
金
、
各
種
定
住
奨
励
金

交
付
事
業
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、Ｕ・Ｊ・

Ｉ
タ
ー
ン
の
積
極
的
な
促
進
を
図
る
た
め
、

定
住
フ
ェ
ア
、
セ
ミ
ナ
ー
へ
の
参
加
や

空
き
家
バ
ン
ク
事
業
な
ど
、
定
住
対
策

ソ
フ
ト
事
業
も
積
極
的
に
展
開
し
ま
す
。

◎
水
ヶ
迫
団
地
改
修
事
業

　
　
　
　
　

 （
２
３
８
４
万
１
０
０
０
円
）

 

◎
住
宅
取
得
補
助
金　
（
１
８
９
０
万
円
）

 

◎
Ｕ
タ
ー
ン
奨
励
金　
　
（
２
７
０
万
円
）

 

◎
Ｉ
タ
ー
ン
奨
励
金　
　
（
２
７
０
万
円
）

町道 亀山十王堂線
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阿
武
町
議
会 

３
月
定
例
会

　
会
期：３
月
３
日
〜
23
日
（
21
日
間
）

　

議

案

審

議
　

◆
阿
武
町
総
合
計
画
に
策
定
に
つ
い
て

　
「
阿
武
町
住
み
よ
い
ふ
る
さ
と
づ
く
り

計
画
審
議
会｣

の
審
議
を
経
て
、「
第
７
次

阿
武
町
総
合
計
画
」
を
策
定
。「
議
会
の

議
決
す
べ
き
事
件
」
と
し
て
議
決
を

求
め
ま
し
た
。

◆
阿
武
町
住
み
よ
い
ふ
る
さ
と
づ
く
り

　
計
画
審
議
会
条
例
の

　
　
　
　
　
　
　

一
部
改
正
に
つ
い
て

　
今
回
の
総
合
計
画
の
策
定
に
あ
た
り
、

審
議
会
委
員
か
ら
「
計
画
の
進
捗
状
況
や

成
果
の
検
証
な
ど
に
つ
い
て
、
引
き
続
き

計
画
審
議
会
で
協
議
す
る
場
を
設
け
、

計
画
が
き
ち
ん
と
履
行
さ
れ
て
い
る
か

検
証
し
て
い
き
た
い
」
と
提
言
が
あ
っ
た

た
め
、
施
策
の
取
り
組
み
状
況
お
よ
び

成
果
の
検
証
な
ど
に
つ
い
て
も
審
議
会
の

中
で
協
議
で
き
る
よ
う
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
も
の
で
す
。

◆
阿
武
町
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
の

　
　
　
　
　
　
　

一
部
変
更
に
つ
い
て

　
令
和
２
年
度
事
業
の
う
ち
、
過
疎
対
策

事
業
債
の
起
債
を
予
定
し
て
い
る
事
業
に

つ
い
て
、「
阿
武
町
過
疎
地
域
自
立
促
進

計
画
」
に
追
加
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、

計
画
の
一
部
を
変
更
す
る
こ
と
に
つ
い
て

議
決
を
求
め
た
も
の
で
す
。

７
．
時
代
に
応
じ
た

　
　

行
財
政
運
営

　
　
　
　

行
財
政
／
議
会

　
新
た
に
策
定
さ
れ
た
「
第
８
次
阿
武
町

行
政
改
革
大
綱
」
を
踏
ま
え
、
行
財
政

改
革
を
徹
底
し
て
推
進
し
ま
す
。

　
引
き
続
き
、
事
務
事
業
や
経
費
の
節
減
・

合
理
化
を
図
り
、
削
減
す
べ
き
と
こ
ろ
は

抑
制
に
努
め
、
メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
行
財
政

運
営
に
取
り
組
み
ま
す
。

「
阿
武
町
総
合
計
画
の
策
定
に
つ
い
て｣

　
〈
賛
成
６
・
反
対
１
〉
で 

原
案
可
決

　
　
　

最
終
日
の
採
決
（
３
月
23
日
）

令和２年度    会計別予算状況令和２年度   一般会計歳入歳出予算状況
予算総額　３４億８,５００万円

増減率

23.4%

4.0%

11.3%

4.1%

3.1%

△2.8%

△4.8%

△9.8%

49.9%

16.4%

増減額

661,000

64,985

70,032

2,336

2,356

△ 18,700

△ 2,816

△ 8,190

19,967

725,985

構成比

67.5%

32.5%

13.4%

1.1%

1.5%

12.8%

1.1%

1.4%

1.2%

100.0%

当初予算額

前年度との比較令和２年度
区　　分

3,485,000

1,678,691

692,204

58,739

77,725

659,400

55,353

75,325

59,945

5,163,691

一般会計

特別会計

合　　計

国保
（事業勘定）

国保
（直診勘定）

後期高齢

介護保険

簡易水道

農業集落

漁業集落

歳出

歳入

議会費 1.3%予備費 0.3%

衛生費 4.7%
民生費
20.2%

労働費 0.1%

商工費 2.3%
土木費 5.8%

消防費 4.4%
教育費 5.8%
公債費 6.6%

地方譲与税 1.3%
地方消費税
交付金 1.2%

環境性能割
交付金 0.1%

町税 7.7%

単位：千円

農林水産業費
9.0%

繰入金 7.8%

総務費
39.7%

地方交付税
43.0%

分担金及び負担金 0.5%使用料及び手数料 1.5%

国庫支出金
13.2%

県支出金
5.7%

財産収入
0.6%

町債
13.5%

諸収入 0.6%
繰越金 2.9%

寄附金 0.3%
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◆
町
長
等
の
損
害
賠
償
責
任
の
一
部

　
　
　

免
責
に
関
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、

自
治
体
の
執
行
機
関
お
よ
び
職
員
の
損
害

賠
償
責
任
の
免
責
制
度
が
創
設
さ
れ
、

４
月
か
ら
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
町
長

な
ど
の
町
に
対
す
る
損
害
賠
償
責
任
の

一
部
の
免
責
に
つ
い
て
、
新
た
に
条
例
で

必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
で
す
。

◆
阿
武
町
職
員
の
服
務
の
宣
誓
に

　
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
４
月
か
ら
の
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度

施
行
に
あ
た
り
、
地
方
公
務
員
法
の
規
定

に
基
づ
く
服
務
の
宣
誓
が
必
要
と
な
る

こ
と
か
ら
、
一
般
職
と
は
別
に
会
計
年
度

任
用
職
員
に
ふ
さ
わ
し
い
方
法
で
行
う

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
改
正
し
ま
す
。

◆
阿
武
町
営
住
宅
条
例
の

　
　
　
　
　
　

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
民
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
債
権
関
係

の
規
定
見
直
し
が
行
わ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

関
係
す
る
条
項
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

◆
阿
武
町
一
般
住
宅
条
例
の

　
　
　
　
　
　

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
福
賀
の
教
員
住
宅
１
棟
を
、「
福
賀
11
号

住
宅
」
と
し
て
一
般
住
宅
に
変
更
し
、

新
し
く
完
成
し
た
尾
無
団
地
の
新
築
住
宅

２
棟
を
「
尾
無
住
宅
」
の
項
に
追
加
し
、

供
用
開
始
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の

住
宅
の
月
額
家
賃
を
追
加
す
る
も
の
で
す
。

◆
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　
平
成
27
年
４
月
１
日
か
ら
指
定
管
理
者

と
な
っ
て
い
る
「
清
ヶ
浜
清
光
苑
」、

「
ひ
だ
ま
り
の
里
」、「
阿
武
町
地
域
活
動

支
援
セ
ン
タ
ー
」、「
道
の
駅
阿
武
町
」
の

４
つ
の
施
設
に
つ
い
て
、
指
定
期
間
が

３
月
末
を
も
っ
て
終
了
す
る
こ
と
か
ら
、

新
た
に
指
定
管
理
者
の
指
定
を
す
る
た
め
、

地
方
自
治
法
の
規
定
に
よ
り
、
議
会
の

議
決
を
求
め
ま
し
た
。

　
な
お
、
い
ず
れ
の
施
設
も
、
引
き
続
き

同
じ
指
定
管
理
者
と
し
、
期
間
を
令
和

７
年
３
月
末
ま
で
の
５
年
間
と
し
ま
す
。

◆
阿
武
町
と
萩
市
と
の
間
に
お
け
る

　
事
務
の
委
託
に
関
す
る
規
約
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　

変
更
に
つ
い
て

　
平
成
17
年
３
月
６
日
か
ら
の
萩
市
と
の

事
務
委
託
契
約
に
つ
い
て
、「
や
す
ら
ぎ
苑
」

の
斎
場
業
務
と
消
防
・
救
急
業
務
の
委
託

期
間
が
３
月
末
を
も
っ
て
終
了
す
る
こ
と

か
ら
、
引
き
続
き
５
年
間
延
長
す
る
た
め

規
約
を
変
更
す
る
も
の
で
す
。

◆
山
口
県
市
町
総
合
事
務
組
合
の

　
共
同
処
理
す
る
事
務
及
び
規
約
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　

変
更
に
つ
い
て

　
４
月
１
日
か
ら
、
公
平
委
員
会
事
務
を

共
同
処
理
す
る
団
体
に
山
陽
小
野
田
市
を

追
加
し
、「
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
」
が

施
行
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
別
表
の
文
言

を
改
正
し
ま
し
た
。

◆
令
和
元
年
度 

阿
武
町
一
般
会
計

　
　
　
　
　
　

 

補
正
予
算
（
第
４
回
）

　
令
和
元
年
度
の
一
般
会
計
予
算
に
１
億

１
５
０
８
万
４
０
０
０
円
を
追
加
し
、

総
額
を
31
億
３
５
７
７
万
７
０
０
０
円
と

す
る
も
の
。
主
に
は
事
業
の
精
算
見
込
み

に
よ
る
も
の
で
、
前
年
度
決
算
を
踏
ま
え
、

次
年
度
以
降
建
設
予
定
の
財
源
と
し
て
の

「
公
共
施
設
整
備
基
金
積
立
金
」
と
し
て

２
億
円
を
増
額
し
、
積
み
立
て
ま
す
。

◆
５
つ
の
特
別
会
計
の
補
正
予
算

・
令
和
元
年
度
阿
武
町
国
民
健
康
保
険

事
業
（
事
業
勘
定
）
特
別
会
計
補
正
予
算

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
第
４
回
）

・
令
和
元
年
度 

阿
武
町
国
民
健
康
保
険

事
業(

直
診
勘
定)

特
別
会
計
補
正
予
算

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
第
３
回
）

・
令
和
元
年
度 

阿
武
町
後
期
高
齢
者
医
療

　
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
回
）

・
令
和
元
年
度 

阿
武
町
介
護
保
険
事
業

　
　
　
　
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
４
回
）

・
令
和
元
年
度
阿
武
町
簡
易
水
道
事
業

　
　
　
　
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３
回
）

　
い
ず
れ
も
各
特
別
会
計
の
補
正
予
算
で
、

主
に
精
算
見
込
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
国
保
事
業
勘
定
に
つ
い
て
は
、
前
年
度

繰
越
金
の
一
部
を
国
民
健
康
保
険
事
業

財
政
調
整
基
金
と
し
て
６
０
０
０
万
円
を

増
額
し
て
積
み
立
て
ま
す
。

・
道
路
橋
点
検
業
務

（
１
０
３
４
万
円
・
サ
ン
ヨ
ー
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
㈱
）

・
町
道
東
方
筒
尾
線 

道
路
改
良
工
事

　
　
　
　
　
　
　

（
２
９
４
８
万
円
・
小
田
建
設
㈱
）

・
千
歳
橋 

橋
梁
補
修
工
事

　
　
　
　
　
　
　

（
３
３
１
１
万
円
・
小
田
建
設
㈱
）

・
奈
古
漁
業
集
落
排
水
施
設

　
　
　
　
　
　
　

   

機
能
保
全
改
築
付
帯
設
備
工
事

　
　
　

（
１
０
８
５
万
７
０
０
０
円
・
阿
武
建
設
㈱
）

・
町
道 

汐
入
野
地
線 

周
辺
整
備
工
事

　
　
　
　
　
　
　
　

（
８
３
６
万
円
・
小
田
産
業
㈱
）

・
単
県
農
山
漁
村
整
備
事
業
間
伐
材
漁
礁
沈
設
工
事

　
　

（
４
０
４
万
８
０
０
０
円
・
太
陽
技
建
工
業
㈱
）

・
阿
武
町
簡
易
水
道 

田
部
地
区
配
水
管
仮
設
工
事

　
　
　
　
　
　
　
　

（
４
２
９
万
円
・
阿
武
建
設
㈱
）

・
阿
武
地
区
農
業
集
落
排
水

　
　
　
　
　
　
　

   

マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン
プ
取
替
工
事

　
　
　
　
　
　
　
　

（
３
１
９
万
円
・
阿
武
建
設
㈱
）

・
阿
武
町
防
災
行
政
無
線
通
信
施
設

　
　
　
　
　
　
　

 （
土
屋
外
拡
声
装
置
）
整
備
工
事

　
（
６
４
０
万
２
０
０
０
円
・
山
口
自
動
車
無
線
㈱
）

・
阿
武
町
福
賀
地
区
防
火
水
槽
設
置
工
事

　
　
　
　

（
５
９
９
万
５
０
０
０
円
・
㈲
吉
岡
土
建
）

◆
㈲
ド
リ
ー
ム
フ
ァ
ー
ム
阿
武
の

　
　
　
　

経
営
状
況
に
つ
い
て〈
報
告
〉

　
地
方
自
治
法
の
規
定
に
基
づ
き
、
経
営

状
況
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

◆
第
２
次
阿
武
町
版

　
　

 　
総
合
戦
略
に
つ
い
て
〈
協
議
〉

◆「
阿
武
町
行
政
改
革
大
綱
（
案
）」

　
及
び
「
行
政
改
革
実
施
計
画
（
案
）」

　
　
　
　
　
　
　
　

に
つ
い
て
〈
協
議
〉

現　
地　
踏　
査

◆
ま
ち
の
縁
側
事
業
現
地 

・
尾
無
住
宅

な
が
し
ま 

つ
か
さ

す
い
ず
　
あ
き
ふ
み

◆
阿
武
町
選
挙
管
理
委
員
会
の

　
委
員
及
び
補
充
員
の
選
挙
に
つ
い
て

　
５
月
16
日
を
も
っ
て
任
期
が
満
了
す
る

阿
武
町
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
お
よ
び

補
充
員
の
各
４
人
に
つ
い
て
、
地
方
自
治

法
の
規
定
に
よ
り
、
議
会
に
お
い
て
選
挙

を
行
う
も
の
で
す
。

◆
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
き

　
　
　

意
見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　
町
長
が
推
薦
し
、
法
務
大
臣
が
委
嘱

す
る
委
員
３
人
の
う
ち
、
長
嶋 

司 

委
員
が

６
月
30
日
に
任
期
満
了
す
る
こ
と
か
ら
、

人
権
擁
護
委
員
法
に
よ
り
新
委
員
と
し
て

水
津 

明
文 

氏
を
推
薦
す
る
に
あ
た
り

議
会
の
意
見
を
求
め
る
も
の
で
す
。

全　
員　
協　
議　
会

◆
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
〈
報
告
〉

・
阿
武
町
公
営
住
宅
水
ヶ
迫
団
地
（
１
０
６
〜

　
　

   

１
１
２
号
棟
）
屋
上
防
水
シ
ー
ト
張
替
工
事

（
３
２
８
万
９
０
０
０
円
・
阿
武
建
設
㈱
）

・
林
道
波
佐
阿
武
線
林
道
施
設 

災
害
復
旧
工
事

　
　
　

（
１
６
２
２
万
５
０
０
０
円
・
小
田
建
設
㈱
）

・
立
場
ヶ
浴
橋
外
橋
梁
補
修
設
計
業
務

　
（
１
０
０
１
万
円
・
㈱
リ
ク
チ
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
）

・
町
道 

亀
山
十
王
堂
線 

地
質
調
査
設
計
業
務

（
１
３
９
７
万
円
・
サ
ン
ヨ
ー
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
㈱
）

・
阿
武
町
簡
易
水
道
西
の
一
地
区
配
水
管
更
新
工
事

　
　
　
　
　
　
　
　

（
８
２
５
万
円
・
阿
武
建
設
㈱
）

・
阿
武
町
公
営
住
宅

　
　
　

水
ヶ
迫
団
地 

浴
室
等
改
修
工
事
（
２
工
区
）

　
　
　
　
　
　
　
　

（
６
１
６
万
円
・
阿
武
建
設
㈱
）
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◆
市
原　
旭  
議
員

　
①「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
」

対
応
に
つ
い
て

　
②「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
利
用
」
に
つ
い
て

◆
清
水 

教
昭 

議
員

　
①
住
民
に
寄
り
添
っ
た
第
７
次

阿
武
町
総
合
計
画
に
す
る
た
め
に

　
②
住
民
の
生
命
と
財
産
を

守
る
た
め
の
消
防
体
制
に
つ
い
て

◆
田
中 

敏
雄 

議
員

　
①
こ
れ
か
ら
の
町
づ
く
り
に
つ
い
て

◆
小
田 

高
正 

議
員

　
①
娯
楽
付
き
集
合
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
の

設
置
に
つ
い
て

一
般
質
問
の
詳
し
い
内
容
は
、

「
議
会
だ
よ
り｣

（
Ｐ
８
〜
11
）
に
掲
載
。

※

「
新
型
コ
ロ
ナ
対
策｣

と
し
て
、
議
員

　
全
員
が
マ
ス
ク
を
着
用
し
て
い
ま
す
。

町
職
員
の
異
動
等
（
敬
称
略
）

〈
〉
は
旧
職
名
等
、（
兼
）
は
兼
務
、（
併
）
は
併
任

◆
町
長
部
局

【
異　
動
】
４
月
１
日
付

▼
藤
村 

憲
司
＝
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

　
（
兼
）
商
工
観
光
係
長
事
務
取
扱

〈
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長
〉

▼
羽
鳥 

純
香
＝
健
康
福
祉
課
長

〈
健
康
福
祉
課
・
主
幹
〉

▼
高
橋 

仁
志 

＝
土
木
建
築
課
長

　
　
　
　

〈
総
務
課
・
主
幹

　
　
　
　

（
兼
）
行
政
係
長
事
務
取
扱

　
　
　
　

（
併
）
議
会
書
記

　
　
　
　

（
併
）
選
挙
管
理
委
員
会
書
記

　
　
　
　

（
併
）
固
定
資
産

　
　
　
　
　
　

  

評
価
審
査
委
員
会
書
記
〉

▼
近
藤　
進 

＝ 

会
計
管
理
者

　
（
兼
）
出
納
室
長
・
主
幹
の
職

 〈
健
康
福
祉
課
・
主
幹
〉

▼
小
野 

裕
史 

＝
農
林
水
産
課
・
主
幹

　
（
兼
）
農
林
水
産
係
長

　
　
　
　
　

 〈
福
賀
支
所
長
・
主
幹
の
職

　
　
　
　
　

      （
併
）
阿
武
町
選
挙
管
理

委
員
会
書
記
〉

▼
佐
村 
秀
典 
＝
福
賀
支
所
長･

主
幹
の
職

　
（
兼
）
福
賀
支
所
・
出
納
員

　
（
併
）
阿
武
町
選
挙
管
理
委
員
会
書
記

　
　
　

〈
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
・
主
幹

　
　
　

（
兼
）
商
工
観
光
係
長
事
務
取
扱
〉

▼
矢
次 

信
夫 

＝
総
務
課
長
補
佐

　
（
兼
）
行
政
係
長

　
（
併
）
議
会
書
記

　
（
併
）
選
挙
管
理
委
員
会
書
記

　
（
併
）
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
書
記

　
　
　
　
　

〈
土
木
建
築
課
長
補
佐

　
（
兼
）
管
理
係
長
事
務
取
扱
〉

▼
平
田 

祥
子 

＝
総
務
課
長
補
佐

　
（
兼
）
財
政
係
長
事
務
取
扱

　
　
　

〈
総
務
課
・
財
政
係
長
〉

▼
藤
村 

憲
史 

＝
健
康
福
祉
課
長
補
佐 

　
　
　

〈
農
林
水
産
課
長
補
佐

（
兼
）
農
林
水
産
係
長
事
務
取
扱
〉

▼
杉
山 

和
人 

＝
土
木
建
築
課
長
補
佐

　
　

 〈
中
央
公
民
館
・
主
事

▼
藤
村 

綾
子　

 〈
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
〉

▼
林　
知
奈
実
〈
み
ど
り
保
育
園
本
園

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・
保
育
士
〉

◆
教
育
委
員
会
部
局

【
異　
動
】（
３
月
31
日
付
）

▼
宮
﨑 

雅
史 

＝
教
育
委
員
会
事
務
局

　
次
長
・（
兼
）
社
会
教
育
係
長
を
解
く

　
（
県
教
育
庁
地
域
連
携
教
育
推
進
室

　

  

指
導
主
事
へ
）

　
　

 〈（
派
遣
社
会
教
育
主
事)

　
　
　

教
育
委
員
会
事
務
局
次
長

　
　
　

（
兼
）
社
会
教
育
係
長
事
務
取
扱
〉

▼
中
村 

信
彦 

＝
学
校
教
育
係
長
を
解
く　

　
（
長
門
市
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

　

  

指
導
主
事
へ
）

　
　
　
　
　
　

  〈（
充
て
指
導
主
事
）

　
　
　
　
　
　
　

（
兼
）
学
校
教
育
係
長
〉

【
異　
動
】（
４
月
１
日
付
）

▼
中
野 

大
輔 

＝（
派
遣
社
会
教
育
主
事
）

　
教
育
委
員
会
事
務
局
次
長

　
（
兼
）
社
会
教
育
係
長
事
務
取
扱

　
　
　
　

〈
長
門
市
立
菱
海
中
学
校
〉

▼
深
田 

秀
郷 

＝（
充
て
指
導
主
事
）

　
（
兼
）
学
校
教
育
係
長

　
　
　
　
　

〈
総
合
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

  

教
育
支
援
部
学
校
支
援
班
〉

▼
柳
井 

美
恵
子 

＝
教
育
委
員
会
事
務
局　

職
員
・
総
務
係
長

【
新
規
採
用
】

▼
小
野 

敏
範 

＝
中
央
公
民
館

　
（
兼
）
教
育
委
員
会
事
務
局
職
員

　
　

   （
兼
）
教
育
委
員
会
事
務
局
職
員

・
課
長
補
佐
の
職
〉

▼
山
下 

真
理
子 

＝
戸
籍
税
務
課

　
・
戸
籍
住
民
係
長

〈
教
育
委
員
会
事
務
局
・
総
務
係
長
〉

▼
柳
井 

美
恵
子 

＝
教
育
委
員
会
へ
出
向

〈
戸
籍
税
務
課
・
戸
籍
住
民
係
長
〉

▼
福
嶋　
玲 

＝
土
木
建
築
課･

管
理
係
長

〈
健
康
福
祉
課
〉

▼
井
上 

豊
美 

＝
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

　
　
　
　
　
　

〈
農
林
水
産
課

（
併
）
農
業
委
員
会
書
記
〉

▼
山
口 

大
介 

＝
健
康
福
祉
課〈

土
木
建
築
課
〉

▼
原　
真
吾 

＝
農
林
水
産
課

　
（
併
）
農
業
委
員
会
書
記〈

農
林
水
産
課
〉

【
再
任
用
】
４
月
１
日
付

▼
松
浦 

美
栄
子 

＝
み
ど
り
保
育
園
長

・
課
長
の
職
〈
同
〉

【
新
規
採
用
】
４
月
１
日
付

▼
桂　
大
郎 
＝
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

▼
兼
田　
咲 
＝
健
康
福
祉
課
・
保
健
師

▼
外
村　
海 

＝
健
康
福
祉
課

▼
椙
本 

佑
磨 

＝
戸
籍
税
務
課

▼
梅
田 

絢
美 

＝
農
林
水
産
課

【
退　
職
】
３
月
31
日
付

▼
梅
田　

 

晃　

  〈
健
康
福
祉
課
長
〉

▼
田
中 

達
治 　

 〈
土
木
建
築
課
長
〉

▼
三
好 

由
美
子
〈
会
計
管
理
者

　
　
　
　
　
　
　

（
兼
）
出
納
室
長
〉

▼
近
藤 

茂
裕　

 〈
戸
籍
税
務
課
・
係
長
〉         

６
人
の
新
規
採
用
職
員

い
ち
は
ら    
あ
き
ら

   

し
み
ず  

の
り
あ
き

   

た
な
か   

と
し
お

　

 

お
だ   

た
か
ま
さ

ふ
じ
む
ら  

け
ん
し

  

は
と
り   

す
み
か

た
か
は
し 

ひ
と
し

こ
ん
ど
う   

す
す
む

    

お
の   

ひ
ろ
ふ
み

  

さ
む
ら 

ひ
で
の
り

  

や
つ
ぎ   

の
ぶ
お

    

ひ
ら
た   

さ
ち
こ

ふ
じ
む
ら 

の
り
ふ
み

す
ぎ
や
ま  

か
ず
と

や
ま
し
た　
ま
り
こ

  

や
な
い       

み
え
こ

 

ふ
く
し
ま　
れ
い

 

い
の
う
え 

と
よ
み

や
ま
ぐ
ち 

だ
い
す
け

 

は
ら 　

  

し
ん
ご

 

ま
つ
う
ら    

み
え
こ

か
つ
ら     
た
ろ
う

  

か
ね
た         
さ
き

 

そ
と
む
ら 　
う
み

す
ぎ
も
と  

ゆ
う
ま

   

う
め
だ   

あ
や
み

　  

う
め
だ　

  

あ
き
ら

  

た
な
か   

た
つ
じ

  

み
よ
し　

   

ゆ
み
こ

 

   

こ
ん
ど
う 

し
げ
ひ
ろ

ふ
じ
む
ら 

り
ょ
う
こ

は
や
し　

     

ち
な
み

 

み
や
ざ
き  

ま
さ
し

な
か
む
ら 

の
ぶ
ひ
こ

な
か
の  

だ
い
す
け

ふ
か
た  

ひ
で
さ
と

 

や
な
い       

み
え
こ

  

お
の　
と
し
の
り

桂・小野・椙本
兼田・外村・梅田

阿武町役場 Web サイトで
インタビュー動画公開中！

阿武町教育委員会に着任
深田･中野 ｢よろしくお願いします！｣

一　
般　
質　
問

（
４
名
）
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Ａ Ｑ

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス 

対
応
に
つ
い
て

危
機
管
理
に｢

空
振
り
」

は
あ
っ
て
も｢

見
逃
し
」

は
許
さ
れ
な
い

あ
ら
ゆ
る
場
合
を
想
定

し
て
万
全
を
尽
く
す

問　
す
で
に
「
広
報
あ
ぶ｣

や

Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
な
ど
に
掲
載

さ
れ
て
い
る
が
、
今
後
の

最
新
の
情
報
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
に
周
知
す
る
の
か
。

　

｢

情
報
弱
者｣

と
言
わ
れ
る

人
た
ち
へ
の
対
応
は
。

　

ま
た
、
町
内
の
対
応
状
況

に
つ
い
て
、
住
民
に
身
近
な

「
小
さ
な
町
」
だ
か
ら
こ
そ

実
現
で
き
る
、
気
配
り
を

活
か
し
た
対
応
は
で
き
て

い
る
の
か
。

町
長　
連
日
、
マ
ス
コ
ミ
に

報
道
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

感
染
拡
大
の
勢
い
は
増
す
ば

か
り
で
、
終
息
の
気
配
が
感

じ
ら
れ
な
い
状
況
で
あ
る
。

 いちはら 　  あきら

市原　 旭  議員

ＱＡ

  しみず　  のりあき

清水 教昭 議員

ＱＡ

指摘があった「アンケート｣の記載

新型コロナウイルスの電子顕微鏡写真
（国立感染症研究所Ｗｅｂサイトより）

町
長　
可
燃
物
と
不
燃
物
が

あ
り
、
可
燃
物
の
場
合
、
受

け
入
れ
先
の
「
萩
・
長
門

清
掃
工
場
は
な
も
ゆ
」
が

廃
棄
物
処
理
場
と
な
る
。

　

こ
の
時
、
罹
災
証
明
を

添
え
て
、
萩
・
長
門
清
掃

一
部
事
務
組
合
に
「
廃
棄
物

処
理
手
数
料
免
除
申
請
書
」

を
提
出
し
、減
免
を
受
け
る
。

　

同
工
場
の
指
示
に
従
っ
て

搬
入
す
る
場
合
は
、
処
理
料

金
全
額
免
除
と
な
る
。

　

不
燃
物
の
受
け
入
れ
先
は

「
阿
武
町
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン

タ
ー
」で
あ
り
、罹
災
証
明
を

添
え
て
、「
一
般
廃
棄
物
処

理
手
数
料
減
免
申
請
書
」
を

町
に
提
出
す
る
こ
と
で
、

減
免
の
手
続
き
が
で
き
る
。

　

火
災
後
の
状
況
に
つ
い
て

は
さ
ま
ざ
ま
な
ケ
ー
ス
が

起
こ
り
得
る
た
め
、そ
の
都
度
、

判
断
を
行
う
。

　

ま
た
、
で
き
る
だ
け
被
災

し
た
方
の
負
担
を
軽
減
で
き

る
よ
う
配
慮
し
て
い
る
。

道
路
に
よ
っ
て
町
が
寂
れ
る

よ
う
な
こ
と
は
、決
し
て
あ
っ

て
は
な
ら
な
い
」
と
発
言
し

て
い
る
が
、
そ
の
責
任
は

ま
さ
に
重
大
で
あ
る
。

　

ま
た
近
年
は
、
通
信
技
術

の
目
覚
ま
し
い
進
歩
に
伴
い
、

特
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を

活
用
し
た
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
の

普
及
に
よ
っ
て
、
密
な
情
報

関
係
が
瞬
時
に
構
築
さ
れ
る

人
間
社
会
が
で
き
て
い
る
。

　
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
は
、

「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
使
い
こ
な
す
若
者

社
会｣

と「
ス
マ
ホ
が
苦
手
な

年
配
者
の
社
会
」、あ
る
い
は
、

「
地
域
の
こ
と
を
思
う
社
会
」

と
「
個
々
で
作
る
社
会
」
と

い
っ
た
よ
う
に
、
は
っ
き
り

と
分
か
れ
て
し
ま
う
の
で
は

な
い
か
。
価
値
観
が
多
様
化

す
る
今
日
、
町
長
は
、
ど
の

よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ

し
て
い
る
の
か
を
問
う
。

住
民
の
生
命
と

財
産
を
守
る

消
防
体
制
に
つ
い
て

防
災
計
画
の
タ
イ
ム

ラ
イ
ン
を
本
格
運
用

問　
奈
古
浦
の
住
宅
密
集
地

で
は
９
本
の
狭
い
町
道
が
連

な
っ
て
い
る
。
こ
の
周
辺
の

空
き
家
・
空
き
更
地
を
上
手

に
活
用
し
て
、
消
防
車
や
救

急
車
が
通
行
で
き
る
町
道
を

整
備
で
き
な
い
か
。

町
長　
空
き
家
が
都
合
よ
く

連
な
っ
て
発
生
す
る
こ
と
は
、

考
え
に
く
い
。
ま
た
、
町
内

全
体
で
多
く
の
空
き
家
が
発

生
し
て
い
る
中
で
、
場
所
に

よ
っ
て
提
供
し
て
い
た
だ
く
、

い
た
だ
か
な
い
で
は
、
公
平

性
に
欠
け
て
し
ま
う
た
め
、

町
民
の
理
解
が
得
ら
れ
な
い

と
考
え
て
い
る
。
空
き
家
を

撤
去
し
た
更
地
は
、
防
火
帯

と
し
て
機
能
す
る
た
め
、
廃

屋
状
態
の
空
き
家
に
つ
い
て

は
、
所
有
者
に
対
し
、
解
体

し
て
更
地
に
し
て
い
た
だ
く

た
め
の
連
絡
・
依
頼
な
ど
を

続
け
て
い
く
。

問　
火
災
に
遭
っ
た
場
合
の

廃
棄
物
の
取
り
扱
い
と
、

残
骸
の
処
理
費
用
に
つ
い
て

問
う
。

　

３
月
４
日
に
は
、
山
口
県

で
も
感
染
者
が
発
生
し
た
が
、

阿
武
町
で
は
、
２
月
３
日
に

町
長
を
本
部
長
と
し
て
、｢

阿
武

町
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
本
部｣

を
設
置

し
、
情
報
共
有
と
情
報
収
集

に
努
め
て
い
る
。

　

国
や
県
の
意
向
を
受
け
て
、

行
事
の
規
模
縮
小
、
延
期
、

中
止
な
ど
の
判
断
に
つ
い
て

協
議
を
行
っ
て
き
た
。
ま
た
、

防
災
無
線
や
町
の
Ｗ
ｅ
ｂ
サ

イ
ト
を
使
っ
て
最
新
情
報
を

周
知
し
て
い
る
。
間
違
っ
た

情
報
、
デ
マ
、
流
言
飛
語
に

惑
わ
さ
れ
ぬ
よ
う
、
政
府
か

ら
の
通
知
を
中
心
に
、
整
理

し
な
が
ら
伝
え
て
い
る
。

　

政
府
は
緊
急
財
政
出
動
も

検
討
し
て
い
る
が
、
阿
武
町

で
も
、｢

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
伴
う
阿
武
町
中
小

企
業
経
営
安
定
資
金
融
資

制
度｣

を
創
設
し
、
町
内
の

企
業
が
金
融
機
関
に
運
転

資
金
の
融
資
を
受
け
た
際
の
、

利
子
補
給
・
保
証
料
の
補
助

を
考
え
て
い
る
。

　

あ
ら
ゆ
る
場
合
を
想
定
し
、

万
全
を
尽
く
す
と
と
も
に
、

一
日
も
早
い
事
態
の
収
束
を

願
う
。Ｓ

Ｎ
Ｓ
の
利
用
に
つ
い
て

町
長
も
副
町
長
も

フ
ォ
ロ
ワ
ー
と
し
て
毎
日

記
事
を
チ
ェ
ッ
ク

多
く
の
フ
ォ
ロ
ワ
ー
は

「
関
係
人
口｣

で
あ
る

今
後
も
使
い
勝
手
の
良
い

方
向
性
を
目
指
す

問　
阿
武
町
で
は
、
す
で
に

複
数
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
ア
カ
ウ
ン
ト

を
開
設
・
運
用
し
て
い
る
が
、

担
当
者
の
異
動
や
、
個
々
の

適
性
に
よ
り
更
新
さ
れ
な
い

こ
と
が
あ
る
。
せ
っ
か
く

多
数
の
フ
ォ
ロ
ー
を
い
た
だ

い
て
い
る
中
、
こ
の
関
係
性

を
維
持
す
る
た
め
に
も
責
任

者
を
明
確
に
さ
れ
た
い
。

　

ま
た
、
防
災
無
線
の
放
送

内
容
を
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
速
効
性
・

情
報
量
の
多
さ
と
組
み
合
わ

せ
て
発
信
で
き
な
い
か
。

町
長　
平
成
23
年
か
ら
、当
時
の

総
務
課
企
画
広
報
係
に
お
い

て
「
阿
武
町
公
式
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
」
を
開
設
し
、
町
の

情
報
を
町
内
外
に
広
く
発
信

し
て
き
た
。

　

今
で
は
フ
ォ
ロ
ワ
ー
数
が

２
３
０
３
人
と
な
っ
て
お
り
、

相
当
な
発
信
力
を
持
つ
よ
う

に
な
っ
て
い
る
。
ま
さ
に

「
関
係
人
口
」
と
呼
ぶ
べ
き
、

阿
武
町
に
関
心
の
あ
る
町
外

の
多
く
の
方
も
フ
ォ
ロ
ー

し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
。

　

担
当
課
に
つ
い
て
、
以
前

は
総
務
課
の
企
画
広
報
係

（
現
・
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
）

が
町
の
広
報
や
移
住
定
住
を

担
当
し
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

の
特
性
を
踏
ま
え
て
、「
情
報

を
届
け
た
い
相
手
に
響
く
、

双
方
向
で
こ
ま
め
な
情
報
受

発
信
」
に
努
め
て
き
た
。

　

昨
年
、
組
織
改
革
を
し
、

広
報
部
門
は
、
防
災
行
政
無

線
も
含
め
総
務
課
行
政
係
に

移
管
し
た
。「
阿
武
町
公
式

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
」
は
、
ま
ち

の
元
気
や
、
ま
ち
づ
く
り
の

最
新
情
報
な
ど
の
発
信
を
担

う
、
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
が

担
当
し
て
い
る
が
、
管
理
に

つ
い
て
は
、
一
元
化
が
望
ま

し
い
た
め
、
徐
々
に
総
務
課

行
政
係
に
業
務
の
ウ
ェ
イ
ト

を
高
め
て
い
く
。

問　
「
阿
武
町
の
主
要
事
業
」

へ
の
評
価
の
項
目
は
、
前
回

は
５
段
階
で
集
計
さ
れ
て
い

た
が
、
今
回
は
３
段
階
評
価

だ
っ
た
。そ
の
理
由
を
聞
く
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

　

５
年
前
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、

「
は
い｣

と｢

い
い
え
」で
割
り

切
れ
な
い
「
ど
ち
ら
か
と
言

え
ば…

」
の
意
味
合
い
を
含

め
た
５
段
階
評
価
だ
っ
た
。

　

今
回
は
、
よ
り
明
確
な
傾

向
を
知
る
た
め
に
、「
評
価
す

る
」、「
評
価
し
な
い
」、「
よ

く
分
か
ら
な
い
」
の
３
段
階

が
ふ
さ
わ
し
い
と
判
断
し
た
。

問　
ア
ン
ケ
ー
ト
中
の
問
３

「
今
後
10
年
間
、
力
を
入
れ

て
い
く
べ
き
施
策
に
つ
い

て
」
の
集
計
で
、
転
記
漏
れ

が
あ
っ
た
。
そ
の
集
計
結
果

の
整
合
性
を
問
う
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

　

こ
の
設
問
に
対
す
る
回
答

は
合
計
３
２
７
件
あ
っ
た
が
、

手
書
き
の
文
章
を
原
文
通
り

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
入
力
し
て

仕
分
け
を
す
る
作
業
の
過
程

で
「
転
記
漏
れ
」
が
あ
り
、

中
間
案
に
反
映
さ
れ
た
デ
ー

タ
件
数
が
２
４
０
件
と
、
実

際
よ
り
少
な
く
な
っ
て
い
た
。

　

指
摘
に
よ
り「
転
記
漏
れ
」

が
見
つ
か
っ
た
が
、
こ
れ
は

資
料
作
成
作
業
に
追
わ
れ
た

結
果
の
確
認
不
足
で
あ
っ
た
。

と
共
有
す
る
こ
と
で
、
今
後

の
ま
ち
づ
く
り
に
活
か
す
。

問　
質
問
文
中
の｢

オ
ー
ベ
ル

ジ
ュ｣

と
い
う
聞
き
慣
れ
な
い

用
語
と
、「
取
り
組
み
が
取
り

組
み
が…

｣

と
い
う
誤
表
記
に

つ
い
て
、
作
成
背
景
を
問
う
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

　

こ
の
「
オ
ー
ベ
ル
ジ
ュ
」

と
は
「
宿
泊
機
能
を
備
え
た

レ
ス
ト
ラ
ン
」
を
意
味
す
る

言
葉
だ
が
、
カ
タ
カ
ナ
書
き

の
馴
染
み
の
な
い
言
葉
を
用

い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
住

民
目
線
で
の
配
慮
が
必
要

だ
っ
た
。

　

ま
た
、「
ど
の
よ
う
な
取
り

組
み
が
必
要
だ
と
思
わ
れ
ま

す
か
」と
い
う
質
問
項
目
を
、

誤
っ
て
重
複
し
て
記
載
し
た

こ
と
は
、
明
ら
か
な
誤
表
記

で
あ
り
、
今
後
こ
の
よ
う
な

こ
と
が
無
い
よ
う
に
気
を

つ
け
て
い
く
。

　

緊
急
放
送
な
ど
を
リ
ア
ル

タ
イ
ム
で
流
す
方
法
に
つ
い

て
は
、
今
後
研
究
し
、
検
討

し
て
い
き
た
い
。

住
民
に
寄
り
添
う

第
７
次
総
合
計
画
は

町
民
と
行
政
が
一
体
で

総
合
計
画
を
策
定
す
る

問　
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
記

述
が
、
第
７
次
阿
武
町
総
合

計
画
の
施
策
に
関
す
る
現
況

と
課
題
、
主
要
事
業
の
内
容

に
活
か
さ
れ
て
い
る
の
か
を

問
う
。

　

自
由
意
見
の
記
述
項
目
に

２
５
３
５
件
も
の
回
答
が
あ

り
、集
計
に
時
間
を
要
し
た
。

　

今
回
の
総
合
計
画
の
中
に

織
り
込
む
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
意
見
も
あ
り
、
こ
の

声
は
町
を
良
く
す
る
た
め
の

「
未
来
志
向
の
意
見
」
で
あ

る
と
捉
え
、
実
施
計
画
レ
ベ

ル
で
、
役
場
内
、
議
員
各
位
、

「
住
み
よ
い
ふ
る
さ
と
づ
く

り
計
画
審
議
会
」
委
員
各
位

町
長　
将
来
的
な
山
陰
道
の

完
成
を
視
野
に
入
れ
つ
つ
、

た
だ
「
通
り
過
ぎ
る
町
」
に

な
ら
な
い
よ
う
、
魅
力
的
な

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
。

　

特
に
、「
ま
ち
の
縁
側
」は
、

道
の
駅
に
併
設
す
る
形
で

滞
在
型
交
流
拠
点
を
整
備

す
る
も
の
で
、
阿
武
町
が

め
ざ
す
「
人
、
も
の
、
経
済
」

が
地
域
内
で
、
幾
重
に
も

循
環
し
、
最
大
限
の
効
果
を

上
げ
る「
循
環
型
社
会
構
築
」

の
一
環
で
あ
る
。

　

各
地
区
の
一
次
産
品
供
給

を
伸
ば
し
て
、
各
地
区
の

生
産
者
の
所
得
向
上
を
図
る
。

　

ま
た
、
町
内
の
山･

里･

海

を
使
っ
た
体
験
型
イ
ベ
ン
ト

（
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
、
大
敷
船

体
験
乗
船
、
磯
遊
び
体
験
、

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
体
験
、

野
菜
・
果
実
の
収
穫
体
験
、

山
菜
狩
り
、
キ
ノ
コ
狩
り
、

神
楽
見
学
、
豆
腐
作
り
・

こ
ん
に
ゃ
く
作
り
体
験
、

農
業･

漁
業
体
験
）の
よ
う
な
、

「
コ
ト
消
費
型
メ
ニ
ュ
ー
」を

地
域
に
作
り
出
し
た
い
。

　

日
本
か
ら
「
絆
」
社
会
が

遠
ざ
か
る
反
面
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
は

ス
マ
ホ
の
社
会
で
高
齢
者
に
は

抵
抗
が
あ
ろ
う
か
と
は
思
う
。

　
こ
れ
ま
で
の
田
舎
社
会
で
は

当
然
の
こ
と
と
さ
れ
て
き
た
、

「
全
員
の
合
意
を
基
本
と
す
る

こ
れ
か
ら
の

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

し
っ
か
り
と
町
民
に

説
明
し
理
解
を
得
る

問　
今
年
は
、
昭
和
30
年
の

奈
古
町
・
福
賀
村
・
宇
田
郷

村
の
合
併
か
ら
、
65
周
年
を

数
え
る
節
目
の
年
で
あ
る
。

　
「
ま
ち
の
縁
側
推
進
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
事
業
」
と
い
う

総
額
約
７
億
１
千
万
円
の

大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
計
画

さ
れ
、
道
の
駅
周
辺
に
あ
る

町
有
地
の
有
効
活
用
と
し
て
、

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
（
観
光

案
内
施
設
）、サ
ニ
タ
リ
ー
棟

（
シ
ャ
ワ
ー
・
ト
イ
レ
な
ど
）、

キ
ャ
ン
プ
フ
ィ
ー
ル
ド
が
整
備

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
７
億
円
以
上
も

か
け
て
、奈
古
地
区
を
含
め
、

福
賀
・
宇
田
郷
地
区
が
、

そ
し
て
、
阿
武
町
全
体
が
、

「
ど
の
よ
う
に
発
展
し
て
い

く
の
か
」が
見
え
て
こ
な
い
。

　

町
長
は
山
陰
自
動
車
道
に

つ
い
て
、「
高
速
道
路
は

『
諸
刃
の
剣
』で
あ
り
、
高
速

※

Ｓ
Ｎ
Ｓ：「
ソ
ー
シ
ャ
ル･

ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ･

サ
ー
ビ
ス
」。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
て
交
流
・
つ
な
が
り
を
促
進
す
る
会
員
制
サ
ー
ビ
ス
。（「
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
」
は
一
例
）

　
　
　
　
　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
用
語
で
、「
フ
ォ
ロ
ー｣

と
は
相
手
と
の
接
点
を
持
つ
こ
と
。「
フ
ォ
ロ
ワ
ー
」
は
接
点
を
持
っ
た
相
手
の
こ
と
を
指
す
。「
ア
カ
ウ
ン
ト｣

は
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
権
。

※

一
般
質
問　
第
１
回
定
例
会  

３
月
12
日

問町
長

問

町
長

問ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

問ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長
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   たなか　   としお
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス 

対
応
に
つ
い
て

危
機
管
理
に｢

空
振
り
」

は
あ
っ
て
も｢

見
逃
し
」

は
許
さ
れ
な
い

あ
ら
ゆ
る
場
合
を
想
定

し
て
万
全
を
尽
く
す

問　
す
で
に
「
広
報
あ
ぶ｣

や

Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
な
ど
に
掲
載

さ
れ
て
い
る
が
、
今
後
の

最
新
の
情
報
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
に
周
知
す
る
の
か
。

　

｢

情
報
弱
者｣

と
言
わ
れ
る

人
た
ち
へ
の
対
応
は
。

　

ま
た
、
町
内
の
対
応
状
況

に
つ
い
て
、
住
民
に
身
近
な

「
小
さ
な
町
」
だ
か
ら
こ
そ

実
現
で
き
る
、
気
配
り
を

活
か
し
た
対
応
は
で
き
て

い
る
の
か
。

町
長　
連
日
、
マ
ス
コ
ミ
に

報
道
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

感
染
拡
大
の
勢
い
は
増
す
ば

か
り
で
、
終
息
の
気
配
が
感

じ
ら
れ
な
い
状
況
で
あ
る
。

奈古浦の住宅密集地

町
長　
可
燃
物
と
不
燃
物
が

あ
り
、
可
燃
物
の
場
合
、
受

け
入
れ
先
の
「
萩
・
長
門

清
掃
工
場
は
な
も
ゆ
」
が

廃
棄
物
処
理
場
と
な
る
。

　

こ
の
時
、
罹
災
証
明
を

添
え
て
、
萩
・
長
門
清
掃

一
部
事
務
組
合
に
「
廃
棄
物

処
理
手
数
料
免
除
申
請
書
」

を
提
出
し
、減
免
を
受
け
る
。

　

同
工
場
の
指
示
に
従
っ
て

搬
入
す
る
場
合
は
、
処
理
料

金
全
額
免
除
と
な
る
。

　

不
燃
物
の
受
け
入
れ
先
は

「
阿
武
町
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン

タ
ー
」で
あ
り
、罹
災
証
明
を

添
え
て
、「
一
般
廃
棄
物
処

理
手
数
料
減
免
申
請
書
」
を

町
に
提
出
す
る
こ
と
で
、

減
免
の
手
続
き
が
で
き
る
。

　

火
災
後
の
状
況
に
つ
い
て

は
さ
ま
ざ
ま
な
ケ
ー
ス
が

起
こ
り
得
る
た
め
、そ
の
都
度
、

判
断
を
行
う
。

　

ま
た
、
で
き
る
だ
け
被
災

し
た
方
の
負
担
を
軽
減
で
き

る
よ
う
配
慮
し
て
い
る
。

道
路
に
よ
っ
て
町
が
寂
れ
る

よ
う
な
こ
と
は
、決
し
て
あ
っ

て
は
な
ら
な
い
」
と
発
言
し

て
い
る
が
、
そ
の
責
任
は

ま
さ
に
重
大
で
あ
る
。

　

ま
た
近
年
は
、
通
信
技
術

の
目
覚
ま
し
い
進
歩
に
伴
い
、

特
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を

活
用
し
た
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
の

普
及
に
よ
っ
て
、
密
な
情
報

関
係
が
瞬
時
に
構
築
さ
れ
る

人
間
社
会
が
で
き
て
い
る
。

　
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
は
、

「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
使
い
こ
な
す
若
者

社
会｣

と「
ス
マ
ホ
が
苦
手
な

年
配
者
の
社
会
」、あ
る
い
は
、

「
地
域
の
こ
と
を
思
う
社
会
」

と
「
個
々
で
作
る
社
会
」
と

い
っ
た
よ
う
に
、
は
っ
き
り

と
分
か
れ
て
し
ま
う
の
で
は

な
い
か
。
価
値
観
が
多
様
化

す
る
今
日
、
町
長
は
、
ど
の

よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ

し
て
い
る
の
か
を
問
う
。

住
民
の
生
命
と

財
産
を
守
る

消
防
体
制
に
つ
い
て

防
災
計
画
の
タ
イ
ム

ラ
イ
ン
を
本
格
運
用

問　
奈
古
浦
の
住
宅
密
集
地

で
は
９
本
の
狭
い
町
道
が
連

な
っ
て
い
る
。
こ
の
周
辺
の

空
き
家
・
空
き
更
地
を
上
手

に
活
用
し
て
、
消
防
車
や
救

急
車
が
通
行
で
き
る
町
道
を

整
備
で
き
な
い
か
。

町
長　
空
き
家
が
都
合
よ
く

連
な
っ
て
発
生
す
る
こ
と
は
、

考
え
に
く
い
。
ま
た
、
町
内

全
体
で
多
く
の
空
き
家
が
発

生
し
て
い
る
中
で
、
場
所
に

よ
っ
て
提
供
し
て
い
た
だ
く
、

い
た
だ
か
な
い
で
は
、
公
平

性
に
欠
け
て
し
ま
う
た
め
、

町
民
の
理
解
が
得
ら
れ
な
い

と
考
え
て
い
る
。
空
き
家
を

撤
去
し
た
更
地
は
、
防
火
帯

と
し
て
機
能
す
る
た
め
、
廃

屋
状
態
の
空
き
家
に
つ
い
て

は
、
所
有
者
に
対
し
、
解
体

し
て
更
地
に
し
て
い
た
だ
く

た
め
の
連
絡
・
依
頼
な
ど
を

続
け
て
い
く
。

問　
火
災
に
遭
っ
た
場
合
の

廃
棄
物
の
取
り
扱
い
と
、

残
骸
の
処
理
費
用
に
つ
い
て

問
う
。

　

３
月
４
日
に
は
、
山
口
県

で
も
感
染
者
が
発
生
し
た
が
、

阿
武
町
で
は
、
２
月
３
日
に

町
長
を
本
部
長
と
し
て
、｢

阿
武

町
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
本
部｣

を
設
置

し
、
情
報
共
有
と
情
報
収
集

に
努
め
て
い
る
。

　

国
や
県
の
意
向
を
受
け
て
、

行
事
の
規
模
縮
小
、
延
期
、

中
止
な
ど
の
判
断
に
つ
い
て

協
議
を
行
っ
て
き
た
。
ま
た
、

防
災
無
線
や
町
の
Ｗ
ｅ
ｂ
サ

イ
ト
を
使
っ
て
最
新
情
報
を

周
知
し
て
い
る
。
間
違
っ
た

情
報
、
デ
マ
、
流
言
飛
語
に

惑
わ
さ
れ
ぬ
よ
う
、
政
府
か

ら
の
通
知
を
中
心
に
、
整
理

し
な
が
ら
伝
え
て
い
る
。

　

政
府
は
緊
急
財
政
出
動
も

検
討
し
て
い
る
が
、
阿
武
町

で
も
、｢

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
伴
う
阿
武
町
中
小

企
業
経
営
安
定
資
金
融
資

制
度｣

を
創
設
し
、
町
内
の

企
業
が
金
融
機
関
に
運
転

資
金
の
融
資
を
受
け
た
際
の
、

利
子
補
給
・
保
証
料
の
補
助

を
考
え
て
い
る
。

　

あ
ら
ゆ
る
場
合
を
想
定
し
、

万
全
を
尽
く
す
と
と
も
に
、

一
日
も
早
い
事
態
の
収
束
を

願
う
。Ｓ

Ｎ
Ｓ
の
利
用
に
つ
い
て

町
長
も
副
町
長
も

フ
ォ
ロ
ワ
ー
と
し
て
毎
日

記
事
を
チ
ェ
ッ
ク

多
く
の
フ
ォ
ロ
ワ
ー
は

「
関
係
人
口｣

で
あ
る

今
後
も
使
い
勝
手
の
良
い

方
向
性
を
目
指
す

問　
阿
武
町
で
は
、
す
で
に

複
数
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
ア
カ
ウ
ン
ト

を
開
設
・
運
用
し
て
い
る
が
、

担
当
者
の
異
動
や
、
個
々
の

適
性
に
よ
り
更
新
さ
れ
な
い

こ
と
が
あ
る
。
せ
っ
か
く

多
数
の
フ
ォ
ロ
ー
を
い
た
だ

い
て
い
る
中
、
こ
の
関
係
性

を
維
持
す
る
た
め
に
も
責
任

者
を
明
確
に
さ
れ
た
い
。

　

ま
た
、
防
災
無
線
の
放
送

内
容
を
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
速
効
性
・

情
報
量
の
多
さ
と
組
み
合
わ

せ
て
発
信
で
き
な
い
か
。

町
長　
平
成
23
年
か
ら
、当
時
の

総
務
課
企
画
広
報
係
に
お
い

て
「
阿
武
町
公
式
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
」
を
開
設
し
、
町
の

情
報
を
町
内
外
に
広
く
発
信

し
て
き
た
。

　

今
で
は
フ
ォ
ロ
ワ
ー
数
が

２
３
０
３
人
と
な
っ
て
お
り
、

相
当
な
発
信
力
を
持
つ
よ
う

に
な
っ
て
い
る
。
ま
さ
に

「
関
係
人
口
」
と
呼
ぶ
べ
き
、

阿
武
町
に
関
心
の
あ
る
町
外

の
多
く
の
方
も
フ
ォ
ロ
ー

し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
。

　

担
当
課
に
つ
い
て
、
以
前

は
総
務
課
の
企
画
広
報
係

（
現
・
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
）

が
町
の
広
報
や
移
住
定
住
を

担
当
し
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

の
特
性
を
踏
ま
え
て
、「
情
報

を
届
け
た
い
相
手
に
響
く
、

双
方
向
で
こ
ま
め
な
情
報
受

発
信
」
に
努
め
て
き
た
。

　

昨
年
、
組
織
改
革
を
し
、

広
報
部
門
は
、
防
災
行
政
無

線
も
含
め
総
務
課
行
政
係
に

移
管
し
た
。「
阿
武
町
公
式

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
」
は
、
ま
ち

の
元
気
や
、
ま
ち
づ
く
り
の

最
新
情
報
な
ど
の
発
信
を
担

う
、
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
が

担
当
し
て
い
る
が
、
管
理
に

つ
い
て
は
、
一
元
化
が
望
ま

し
い
た
め
、
徐
々
に
総
務
課

行
政
係
に
業
務
の
ウ
ェ
イ
ト

を
高
め
て
い
く
。

問　
「
阿
武
町
の
主
要
事
業
」

へ
の
評
価
の
項
目
は
、
前
回

は
５
段
階
で
集
計
さ
れ
て
い

た
が
、
今
回
は
３
段
階
評
価

だ
っ
た
。そ
の
理
由
を
聞
く
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

　

５
年
前
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、

「
は
い｣

と｢

い
い
え
」で
割
り

切
れ
な
い
「
ど
ち
ら
か
と
言

え
ば…

」
の
意
味
合
い
を
含

め
た
５
段
階
評
価
だ
っ
た
。

　

今
回
は
、
よ
り
明
確
な
傾

向
を
知
る
た
め
に
、「
評
価
す

る
」、「
評
価
し
な
い
」、「
よ

く
分
か
ら
な
い
」
の
３
段
階

が
ふ
さ
わ
し
い
と
判
断
し
た
。

問　
ア
ン
ケ
ー
ト
中
の
問
３

「
今
後
10
年
間
、
力
を
入
れ

て
い
く
べ
き
施
策
に
つ
い

て
」
の
集
計
で
、
転
記
漏
れ

が
あ
っ
た
。
そ
の
集
計
結
果

の
整
合
性
を
問
う
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

　

こ
の
設
問
に
対
す
る
回
答

は
合
計
３
２
７
件
あ
っ
た
が
、

手
書
き
の
文
章
を
原
文
通
り

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
入
力
し
て

仕
分
け
を
す
る
作
業
の
過
程

で
「
転
記
漏
れ
」
が
あ
り
、

中
間
案
に
反
映
さ
れ
た
デ
ー

タ
件
数
が
２
４
０
件
と
、
実

際
よ
り
少
な
く
な
っ
て
い
た
。

　

指
摘
に
よ
り「
転
記
漏
れ
」

が
見
つ
か
っ
た
が
、
こ
れ
は

資
料
作
成
作
業
に
追
わ
れ
た

結
果
の
確
認
不
足
で
あ
っ
た
。

と
共
有
す
る
こ
と
で
、
今
後

の
ま
ち
づ
く
り
に
活
か
す
。

問　
質
問
文
中
の｢

オ
ー
ベ
ル

ジ
ュ｣

と
い
う
聞
き
慣
れ
な
い

用
語
と
、「
取
り
組
み
が
取
り

組
み
が…

｣

と
い
う
誤
表
記
に

つ
い
て
、
作
成
背
景
を
問
う
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

　

こ
の
「
オ
ー
ベ
ル
ジ
ュ
」

と
は
「
宿
泊
機
能
を
備
え
た

レ
ス
ト
ラ
ン
」
を
意
味
す
る

言
葉
だ
が
、
カ
タ
カ
ナ
書
き

の
馴
染
み
の
な
い
言
葉
を
用

い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
住

民
目
線
で
の
配
慮
が
必
要

だ
っ
た
。

　

ま
た
、「
ど
の
よ
う
な
取
り

組
み
が
必
要
だ
と
思
わ
れ
ま

す
か
」と
い
う
質
問
項
目
を
、

誤
っ
て
重
複
し
て
記
載
し
た

こ
と
は
、
明
ら
か
な
誤
表
記

で
あ
り
、
今
後
こ
の
よ
う
な

こ
と
が
無
い
よ
う
に
気
を

つ
け
て
い
く
。

　

緊
急
放
送
な
ど
を
リ
ア
ル

タ
イ
ム
で
流
す
方
法
に
つ
い

て
は
、
今
後
研
究
し
、
検
討

し
て
い
き
た
い
。

住
民
に
寄
り
添
う

第
７
次
総
合
計
画
は

町
民
と
行
政
が
一
体
で

総
合
計
画
を
策
定
す
る

問　
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
記

述
が
、
第
７
次
阿
武
町
総
合

計
画
の
施
策
に
関
す
る
現
況

と
課
題
、
主
要
事
業
の
内
容

に
活
か
さ
れ
て
い
る
の
か
を

問
う
。

　

自
由
意
見
の
記
述
項
目
に

２
５
３
５
件
も
の
回
答
が
あ

り
、集
計
に
時
間
を
要
し
た
。

　

今
回
の
総
合
計
画
の
中
に

織
り
込
む
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
意
見
も
あ
り
、
こ
の

声
は
町
を
良
く
す
る
た
め
の

「
未
来
志
向
の
意
見
」
で
あ

る
と
捉
え
、
実
施
計
画
レ
ベ

ル
で
、
役
場
内
、
議
員
各
位
、

「
住
み
よ
い
ふ
る
さ
と
づ
く

り
計
画
審
議
会
」
委
員
各
位

町
長　
将
来
的
な
山
陰
道
の

完
成
を
視
野
に
入
れ
つ
つ
、

た
だ
「
通
り
過
ぎ
る
町
」
に

な
ら
な
い
よ
う
、
魅
力
的
な

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
。

　

特
に
、「
ま
ち
の
縁
側
」は
、

道
の
駅
に
併
設
す
る
形
で

滞
在
型
交
流
拠
点
を
整
備

す
る
も
の
で
、
阿
武
町
が

め
ざ
す
「
人
、
も
の
、
経
済
」

が
地
域
内
で
、
幾
重
に
も

循
環
し
、
最
大
限
の
効
果
を

上
げ
る「
循
環
型
社
会
構
築
」

の
一
環
で
あ
る
。

　

各
地
区
の
一
次
産
品
供
給

を
伸
ば
し
て
、
各
地
区
の

生
産
者
の
所
得
向
上
を
図
る
。

　

ま
た
、
町
内
の
山･

里･

海

を
使
っ
た
体
験
型
イ
ベ
ン
ト

（
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
、
大
敷
船

体
験
乗
船
、
磯
遊
び
体
験
、

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
体
験
、

野
菜
・
果
実
の
収
穫
体
験
、

山
菜
狩
り
、
キ
ノ
コ
狩
り
、

神
楽
見
学
、
豆
腐
作
り
・

こ
ん
に
ゃ
く
作
り
体
験
、

農
業･

漁
業
体
験
）の
よ
う
な
、

「
コ
ト
消
費
型
メ
ニ
ュ
ー
」を

地
域
に
作
り
出
し
た
い
。

　

日
本
か
ら
「
絆
」
社
会
が

遠
ざ
か
る
反
面
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
は

ス
マ
ホ
の
社
会
で
高
齢
者
に
は

抵
抗
が
あ
ろ
う
か
と
は
思
う
。

　
こ
れ
ま
で
の
田
舎
社
会
で
は

当
然
の
こ
と
と
さ
れ
て
き
た
、

「
全
員
の
合
意
を
基
本
と
す
る

こ
れ
か
ら
の

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

し
っ
か
り
と
町
民
に

説
明
し
理
解
を
得
る

問　
今
年
は
、
昭
和
30
年
の

奈
古
町
・
福
賀
村
・
宇
田
郷

村
の
合
併
か
ら
、
65
周
年
を

数
え
る
節
目
の
年
で
あ
る
。

　
「
ま
ち
の
縁
側
推
進
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
事
業
」
と
い
う

総
額
約
７
億
１
千
万
円
の

大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
計
画

さ
れ
、
道
の
駅
周
辺
に
あ
る

町
有
地
の
有
効
活
用
と
し
て
、

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
（
観
光

案
内
施
設
）、サ
ニ
タ
リ
ー
棟

（
シ
ャ
ワ
ー
・
ト
イ
レ
な
ど
）、

キ
ャ
ン
プ
フ
ィ
ー
ル
ド
が
整
備

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
７
億
円
以
上
も

か
け
て
、奈
古
地
区
を
含
め
、

福
賀
・
宇
田
郷
地
区
が
、

そ
し
て
、
阿
武
町
全
体
が
、

「
ど
の
よ
う
に
発
展
し
て
い

く
の
か
」が
見
え
て
こ
な
い
。

　

町
長
は
山
陰
自
動
車
道
に

つ
い
て
、「
高
速
道
路
は

『
諸
刃
の
剣
』で
あ
り
、
高
速

有志が「移動｣をテーマに議論
「福賀の暮らしを地域で考える会」

問ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

問ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

問問 町
長

町
長

問

町
長
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 いちはら  あきら

市原 旭 委員長

行
財
政
改
革
等
特
別
委
員
会 

報
告

３
月
13
日
開
催

    お だ　  たかまさ

小田 高正 議員

ＱＡ

空き家で高齢者のサロン活動
友人との交流は生きがい

「まちの縁側推進プロジェクト」
事業イメージ図

　
「
伝
え
る｣

と｢

伝
わ
る
」は

違
う
と
い
う
こ
と
を
肝
に
銘
じ
、

こ
れ
か
ら
も
、
住
民
に
し
っ

か
り
と
伝
え
て
い
き
た
い
。

問　
町
指
定
ご
み
袋
の
種
類

を
減
ら
し
た
が
、
効
果
は
。

答　
以
前
は
４
種
類
あ
っ
た

資
源
ご
み
の
袋
を
１
種
類
に
。

「
家
庭
で
各
種
の
袋
を
10
枚

つ
づ
り
で
買
っ
た
ら
、
長
い

期
間
、
使
い
切
れ
な
い
」
と

い
う
意
見
が
あ
っ
た
た
め
、

そ
う
い
っ
た
面
で
は
、
改
善

さ
れ
た
と
の
声
も
あ
る
。

　

そ
の
反
面
、
ご
み
の
混
在

が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、

収
集
す
る
側
で
の
問
題
も
発

生
し
て
い
る
た
め
、
利
用
者

へ
の
周
知
の
徹
底
を
図
る
。

　

ま
た
、
モ
ノ
で
は
な
く
、

ソ
フ
ト
的
な
返
礼
と
し
て
、

都
市
部
在
住
の
町
出
身
者
の

た
め
の
「
暮
ら
し
の
見
守
り

サ
ー
ビ
ス
」（
空
き
家
清
掃
・

墓
の
清
掃
代
行
な
ど
）
も

企
画
し
て
い
る
。そ
の
ほ
か
、

ま
ち
の
縁
側
事
業
で
整
備
す

る「
キ
ャ
ン
プ
フ
ィ
ー
ル
ド
」

の
利
用
に
関
す
る
こ
と
や
、

町
内
に
あ
る
民
宿
・
ゲ
ス
ト

ハ
ウ
ス
の
宿
泊
券
、
町
内
の

飲
食
店
で
の
優
遇
と
い
っ
た

サ
ー
ビ
ス
も
検
討
し
て
い
る
。

問　
「
新
た
な
地
域
づ
く
り

調
査
研
究
」
の
予
算
が
計
上

さ
れ
て
い
る
が
、
内
容
は
。

答　
ま
ち
づ
く
り
ア
ン
ケ
ー

ト
」
な
ど
で
出
て
き
た
小
さ

な
困
り
事
な
ど
に
対
し
て
、

地
域
の
互
助
な
ど
に
よ
る
、

解
決
の
道
を
探
る
た
め
の

新
し
い
事
業
で
あ
る
。

　
「
福
賀
の
暮
ら
し
を
地
域
で

考
え
る
会
」
と
い
う
勉
強
会

が
先
行
し
て
開
か
れ
て
お
り
、

県
の
専
門
家
派
遣
事
業
を

利
用
し
て
講
師
を
招
き
学
習

す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の

よ
う
な
取
り
組
み
を
、今
後
、

町
内
３
地
区
で
広
げ
た
い
。

問　
「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」

や
「
集
落
支
援
員
」
は
、せ
っ

か
く
阿
武
町
に
縁
が
あ
っ
て

来
て
く
れ
て
活
動
を
し
て

い
る
の
に
、
活
動
の
Ｐ
Ｒ
が

あ
ま
り
さ
れ
て
い
な
い
。

答　
広
報
紙
や
各
自
治
会
の

集
会
な
ど
で
も
情
報
提
供
を

し
て
い
る
が
、
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
な
ど
、
も
っ
と
住
民

の
一
人
ひ
と
り
に
認
識
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
な
情
報
発

信
を
図
り
た
い
。

問　
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
特
別
事
業
の
「
ま
ち
の

縁
側
」
事
業
は
７
億
円
超
の

大
事
業
で
あ
り
、「
阿
武
町
の

生
命
が
か
か
っ
て
い
る
」
と

言
え
る
ほ
ど
の
規
模
で
あ
る
。

町
民
全
員
が
一
丸
と
な
っ
て

取
り
組
む
べ
き
事
業
だ
が
、

執
行
部
の
覚
悟
を
問
う
。

答　
こ
れ
ま
で
も
覚
悟
に
つ

い
て
は
事
あ
る
ご
と
に
述
べ

て
き
た
。
し
か
し
、
住
民
の

み
な
さ
ん
の
後
押
し
や
盛
り

上
が
り
の
部
分
で
は
、
十
分

に
伝
わ
っ
て
い
な
い
よ
う
に

も
感
じ
る
。
大
き
な
看
板
を

作
る
と
か
い
っ
た
具
体
的
な

手
法
や
、
知
ら
せ
る
工
夫
を

考
え
た
い
。

　

そ
し
て
、
阿
武
町
全
地
区

が
潤
う
事
業
に
し
た
い
。

　

山
陰
道
が
完
成
し
た
際
に

道
の
駅
が
、「
ス
ト
ロ
ー
現
象
」

に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
今
の

う
ち
に
、
多
く
の
人
に
立
ち

寄
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
、

工
夫
を
打
ち
出
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

問　
奈
古
地
区
の
「
県
営

農
業
生
産
力
等
機
能
強
化

対
策
事
業｣

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
は
、ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

答　
令
和
２
年
度
に
実
施
区

域
の
境
界
測
量
を
１
３
０
０

万
円
の
事
業
費
で
行
う
と
と

も
に
、
測
量
・
設
計
を
実
施
、

３
年
度
に
聞
き
取
り
調
査
・

審
査
・
採
択
決
定
を
受
け
て
、

実
施
設
計
に
入
る
。
現
在
の

試
算
で
は
、事
業
費
５
億
円
。

８
年
度
ま
で
の
工
事
期
間

で
、
９
年
度
に
換
地
処
分
を

行
い
、
事
業
の
完
了
を
予
定
。

　

な
お
、
キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ

に
つ
い
て
は
、
苗
木
を
植
え

て
か
ら
収
穫
ま
で
時
間
が
か

か
る
た
め
、
定
植
は
５
〜
６

年
度
か
ら
始
め
た
い
。

　

あ
わ
せ
て
、
農
業
支
援
員

や
担
い
手
を
確
保
し
た
い
。

令
和
２
年
度 

阿
武
町
簡
易

水
道
事
業
特
別
会
計
予
算

問　
現
在
の
水
道
の
加
入
率

に
つ
い
て
。

答　
昨
年
３
月
末
、
奈
古
地

区
全
体
で
56
・
３
％
（
旧
・

片
簡
易
水
道
が
91
・
２
％
、

そ
れ
以
外
が
44
・
５
％
）。

　

毎
年
10
件
程
度
の
加
入
が

あ
る
が
、
伸
び
悩
ん
で
見
え

る
の
は
、
加
入
数
以
上
に

空
き
家
化
に
伴
う
水
道
利
用

の
休
止
が
多
い
た
め
で
あ
る
。

社
会
」
と
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
巧
み
に

操
る
こ
と
に
長
け
て
い
る
現
代

の
若
者
社
会
を
、
ど
う
や
っ

て
融
和
さ
せ
る
の
か
、
と
い
う

問
題
が
あ
る
。

　

大
変
難
し
い
テ
ー
マ
だ
が
、

多
様
化
が
進
ん
で
い
る
今
日

の
社
会
で
は
従
来
型
の
、「
護
送

船
団
方
式
（
全
会
一
致
を
前
提

と
す
る
意
思
決
定
の
手
法
）」

で
は
限
界
を
迎
え
て
し
ま
う

と
思
っ
て
い
る
。

　

年
齢
に
関
係
な
く
、
自
分

自
身
の
関
心
事
と
し
て
地
域

全
体
に
及
ぶ
共
通
の
課
題
を

見
つ
け
、世
代
の
壁
を
超
え
、

徹
底
し
て
話
し
合
い
、
互
い

に
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
え
る

よ
う
な
「
仕
組
み
づ
く
り
」

が
必
要
で
あ
る
。

娯
楽
付
き

シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
の

設
置
に
つ
い
て

既
存
施
設
を
考
慮
し

研
究
し
て
い
き
た
い

問　
地
方
自
治
体
の
最
上
位

計
画
は
総
合
計
画
で
あ
る
。

　

今
回
の
計
画
で
は
、新
た
に

大
き
な
柱
と
し
て
、
７
つ
の

施
策
の
大
綱
を
掲
げ
て
い
る
。

　

そ
の
中
で
も
特
に
、
大
綱
に

則
し
た
「
町
民
が
求
め
る

田
舎
暮
ら
し
の
幸
福
度
」
を

追
求
し
た
い
。

　

高
齢
者
の
安
否
、
健
康
寿

命
の
延
伸
、
孤
独
感
の
打
破
、

認
知
症
予
防
、趣
味
の
発
揮
、

生
活
課
題
の
克
服
、治
安
維
持
、

世
代
間
交
流
、食
生
活
の
改
善
、

空
き
家
対
策
、防
災
対
策
な
ど
、

こ
れ
ら
の
社
会
問
題
は
今
後
、

極
め
て
深
刻
と
な
る
。

　

そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
問
題
を

一
つ
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
と
し
、

空
き
家
な
ど
を
活
用
し
て

町
民
が
さ
ま
ざ
ま
な
形
で

集
う
こ
と
が
で
き
る
「
娯
楽

付
き
の
集
合
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
」

を
つ
く
り
、
小
さ
な
町
に
し
か

で
き
な
い
、「
阿
武
町
型
」
の

暮
ら
し
シ
ス
テ
ム
を
構
築

し
、
健
康
寿
命
の
延
伸
を
後

押
し
す
る
施
策
を
講
ず
る
べ

き
だ
と
思
う
が
、い
か
が
か
。

町
長　
一
人
暮
ら
し
世
帯
は

３
０
７
世
帯
で
、
総
世
帯
数

（
１
４
８
０
世
帯
）
に
対
し
て

20
・
７
％
で
あ
り
、
割
合
は

増
え
て
き
て
い
る
。

　

国
土
交
通
省
が
監
修
し
た

シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
の
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
に
よ
る
と
、
シ
ェ
ア

ハ
ウ
ス
の
入
居
者
は
、
若
者

や
学
生
だ
け
で
な
く
、
低
額

所
得
者
、
高
齢
者
、
障
害
者

な
ど
住
宅
の
確
保
に
配
慮
を

要
す
る
方
々
も
想
定
さ
れ
る
。

　

国
に
お
い
て
も
一
戸
建
て

住
宅
を
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
に

用
途
変
更
す
る
た
め
に
必
要

と
な
る
改
修
工
事
に
つ
い
て
、

設
計
費
を
含
め
て
補
助
の

対
象
と
な
る
こ
と
が
可
能
と

な
り
、
空
き
家
を
活
用
し
た

賃
貸
住
宅
の
供
給
が
期
待

さ
れ
る
。

　

阿
武
町
で
は
、
空
き
家

バ
ン
ク
事
業
で
、
シ
ェ
ア

ハ
ウ
ス
に
改
修
し
た
事
例
は

な
い
が
、
各
地
に
実
践
と

成
果
を
上
げ
て
い
る
と
こ
ろ

も
あ
り
、
既
存
の
施
設
を

考
慮
し
な
が
ら
、
研
究
を

し
て
い
き
た
い
。

　 

第
７
次 

阿
武
町
総
合

計
画
の
策
定
に
つ
い
て

問　
住
民
に
対
し
て
、
ど
こ

ま
で
、
ど
の
よ
う
に
報
告
す

る
の
か
、
そ
れ
は
、い
つ
頃
か
。

　

ま
た
、
そ
の
計
画
案
は
、

す
で
に
完
成
し
て
い
る
の
か
。

答　
前
回
計
画
に
比
べ
て
、

ボ
リ
ュ
ー
ム
の
あ
る
も
の
と

な
っ
て
お
り
、｢

広
報
あ
ぶ
」

５
月
号
と
の
同
時
配
布
を
め

ざ
し
て
い
る
。
ま
た
、
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
、Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト

な
ど
も
使
っ
て
周
知
す
る
。

問　
総
合
計
画
の
策
定
に

つ
い
て
、
チ
ェ
ッ
ク
機
能
は
、

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

答　
「
住
み
よ
い
ふ
る
さ
と

づ
く
り
計
画
審
議
会｣

は
、

元
々
、
計
画
の
立
案
ま
で
が

役
割
だ
っ
た
が
、
今
後
は
、

検
証
ま
で
行
え
る
よ
う
に
条

例
を
変
更
し
、
委
員
各
位
の

住
民
的
目
線
で
評
価
し
て
い

た
だ
き
、
こ
れ
か
ら
の
展
開

に
活
か
し
た
い
。

令
和
元
年
度 

阿
武
町
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
４
回
）

問　

総
務
課
の
カ
ウ
ン
タ
ー

設
置
工
事
に
つ
い
て
。

答　
議
員
か
ら
の
意
見
も
あ

り
、
情
報
漏
洩
の
対
策
と
し

て
カ
ウ
ン
タ
ー
を
設
置
し
た
。

　

当
初
は
戸
惑
い
が
あ
っ
た

が
徐
々
に
慣
れ
て
き
た
。

　

ま
た
、
マ
ス
コ
ミ
対
応
に

つ
い
て
、
現
在
は
原
則
と
し

て
別
室
対
応
と
し
て
い
る
。

問　
地
域
滞
在
型
交
流
促
進

事
業
補
助
金
が
１
０
０
万
円
減

と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
。

答　
「
体
験
漁
業
」
の
た
め
の

遊
漁
権
の
在
り
方
に
つ
い
て

検
討
す
る
た
め
、
地
元
の
漁
師

を
交
え
て
先
進
地
の
視
察
な
ど

を
行
っ
た
が
、
本
補
助
金
で
は

な
く
、
地
方
創
生
交
付
金
を

活
用
し
た「
ま
ち
の
縁
側
推
進

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
一
環
と

し
て
行
っ
た
た
め
で
あ
る
。

　

な
お
、
こ
れ
ま
で
の
経
緯

か
ら
、
漁
業
者
と
の
合
意

形
成
は
図
ら
れ
て
い
る
と

考
え
て
お
り
、
今
後
は
、

阿
武
町
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ「
阿
武
町

稼
げ
る
町
づ
く
り
協
議
会

（
仮
称
）」
と
し
て
、
観
光

戦
略
づ
く
り
も
検
討
す
る
。

令
和
２
年
度 

阿
武
町
一
般
会
計
予
算

問　
ふ
る
さ
と
振
興
基
金

（
ふ
る
さ
と
寄
附
分
）が 

年
々

少
な
く
な
っ
て
い
る
が
、

何
か
基
金
を
増
や
す
た
め
の

努
力
や
工
夫
は
す
る
の
か
。

答　
最
大
の
ピ
ー
ク
時
に
は
、

｢

ふ
る
さ
と
寄
附｣

の
納
付
額

は
１
３
０
０
万
円
に
上
り
、

そ
の
際
の
積
立
額
は
７
０
０

万
円
だ
っ
た
が
、
そ
の
後
、

総
務
省
か
ら
「
カ
タ
ロ
グ

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
」
的
な
返
礼

品
に
つ
い
て
是
正
が
あ
り
、

寄
附
金
額
に
偏
り
が
生
じ
た
。

　

新
た
な
返
礼
品
と
し
て
は
、

「
ブ
ラ
ン
ド
価
値
」が
期
待
で

き
る
鮮
魚
や
、
干
物
な
ど
の

水
産
加
工
品
、
地
元
製
の

「
折
り
た
た
み
式
ソ
ー
ラ
ー

パ
ネ
ル
」の
提
供
を
検
討
中
。

◆
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
と
は
？

一
つ
の
建
物
を
複
数
人
で

共
有
し
て
暮
ら
す
こ
と
。

入
居
者
は
リ
ビ
ン
グ
や

台
所
な
ど
を
共
同
で
利
用
。

※

Ｄ
Ｍ
Ｏ：「
観
光
地
経
営
体
」。
地
域
と
共
同
し
て

　
　
　
　
　
観
光
地
域
づ
く
り
を
行
う
法
人
の
こ
と
。

※

問

町
長

問答問答

問答問答

問答
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町指定「資源専用」ごみ袋

「イージス･アショア」配備に関する
全員協議会

阿武町成人式（町民センター）

医療関係団体新年互礼会（山口市）

山口県知事･県議会議長への
新年あいさつ（山口県庁）

阿武町消防出初式（町民センター）

阿武町新春懇話会（町民センター）

第７次阿武町総合計画
中間案に関する全員協議会

「明日の郵政事業を考える会」（萩市）

第１回山口県後期高齢者医療
広域連合議会定例会（山口市）

山口県町議会議長会２月定例会（山口市）

第 37回阿武町栄光文化賞・
阿武町っ子栄光賞授与式（町民センター）

議会運営委員会

阿武町総合計画中間案･選挙管理委員会
委員の選挙に関する全員協議会

12月19日

１月２日

４日

７日

11日

20日

30日

2月１日

10日

14日

15日

26日

 〃　

議会の動静（令和元年 12 月～令和２年２月）

　
「
伝
え
る｣

と｢

伝
わ
る
」は

違
う
と
い
う
こ
と
を
肝
に
銘
じ
、

こ
れ
か
ら
も
、
住
民
に
し
っ

か
り
と
伝
え
て
い
き
た
い
。

問　
町
指
定
ご
み
袋
の
種
類

を
減
ら
し
た
が
、
効
果
は
。

答　
以
前
は
４
種
類
あ
っ
た

資
源
ご
み
の
袋
を
１
種
類
に
。

「
家
庭
で
各
種
の
袋
を
10
枚

つ
づ
り
で
買
っ
た
ら
、
長
い

期
間
、
使
い
切
れ
な
い
」
と

い
う
意
見
が
あ
っ
た
た
め
、

そ
う
い
っ
た
面
で
は
、
改
善

さ
れ
た
と
の
声
も
あ
る
。

　

そ
の
反
面
、
ご
み
の
混
在

が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、

収
集
す
る
側
で
の
問
題
も
発

生
し
て
い
る
た
め
、
利
用
者

へ
の
周
知
の
徹
底
を
図
る
。

　

ま
た
、
モ
ノ
で
は
な
く
、

ソ
フ
ト
的
な
返
礼
と
し
て
、

都
市
部
在
住
の
町
出
身
者
の

た
め
の
「
暮
ら
し
の
見
守
り

サ
ー
ビ
ス
」（
空
き
家
清
掃
・

墓
の
清
掃
代
行
な
ど
）
も

企
画
し
て
い
る
。そ
の
ほ
か
、

ま
ち
の
縁
側
事
業
で
整
備
す

る「
キ
ャ
ン
プ
フ
ィ
ー
ル
ド
」

の
利
用
に
関
す
る
こ
と
や
、

町
内
に
あ
る
民
宿
・
ゲ
ス
ト

ハ
ウ
ス
の
宿
泊
券
、
町
内
の

飲
食
店
で
の
優
遇
と
い
っ
た

サ
ー
ビ
ス
も
検
討
し
て
い
る
。

問　
「
新
た
な
地
域
づ
く
り

調
査
研
究
」
の
予
算
が
計
上

さ
れ
て
い
る
が
、
内
容
は
。

答　
ま
ち
づ
く
り
ア
ン
ケ
ー

ト
」
な
ど
で
出
て
き
た
小
さ

な
困
り
事
な
ど
に
対
し
て
、

地
域
の
互
助
な
ど
に
よ
る
、

解
決
の
道
を
探
る
た
め
の

新
し
い
事
業
で
あ
る
。

　
「
福
賀
の
暮
ら
し
を
地
域
で

考
え
る
会
」
と
い
う
勉
強
会

が
先
行
し
て
開
か
れ
て
お
り
、

県
の
専
門
家
派
遣
事
業
を

利
用
し
て
講
師
を
招
き
学
習

す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の

よ
う
な
取
り
組
み
を
、今
後
、

町
内
３
地
区
で
広
げ
た
い
。

問　
「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」

や
「
集
落
支
援
員
」
は
、せ
っ

か
く
阿
武
町
に
縁
が
あ
っ
て

来
て
く
れ
て
活
動
を
し
て

い
る
の
に
、
活
動
の
Ｐ
Ｒ
が

あ
ま
り
さ
れ
て
い
な
い
。

答　
広
報
紙
や
各
自
治
会
の

集
会
な
ど
で
も
情
報
提
供
を

し
て
い
る
が
、
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
な
ど
、
も
っ
と
住
民

の
一
人
ひ
と
り
に
認
識
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
な
情
報
発

信
を
図
り
た
い
。

問　
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
特
別
事
業
の
「
ま
ち
の

縁
側
」
事
業
は
７
億
円
超
の

大
事
業
で
あ
り
、「
阿
武
町
の

生
命
が
か
か
っ
て
い
る
」
と

言
え
る
ほ
ど
の
規
模
で
あ
る
。

町
民
全
員
が
一
丸
と
な
っ
て

取
り
組
む
べ
き
事
業
だ
が
、

執
行
部
の
覚
悟
を
問
う
。

答　
こ
れ
ま
で
も
覚
悟
に
つ

い
て
は
事
あ
る
ご
と
に
述
べ

て
き
た
。
し
か
し
、
住
民
の

み
な
さ
ん
の
後
押
し
や
盛
り

上
が
り
の
部
分
で
は
、
十
分

に
伝
わ
っ
て
い
な
い
よ
う
に

も
感
じ
る
。
大
き
な
看
板
を

作
る
と
か
い
っ
た
具
体
的
な

手
法
や
、
知
ら
せ
る
工
夫
を

考
え
た
い
。

　

そ
し
て
、
阿
武
町
全
地
区

が
潤
う
事
業
に
し
た
い
。

　

山
陰
道
が
完
成
し
た
際
に

道
の
駅
が
、「
ス
ト
ロ
ー
現
象
」

に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
今
の

う
ち
に
、
多
く
の
人
に
立
ち

寄
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
、

工
夫
を
打
ち
出
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

問　
奈
古
地
区
の
「
県
営

農
業
生
産
力
等
機
能
強
化

対
策
事
業｣

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
は
、ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

答　
令
和
２
年
度
に
実
施
区

域
の
境
界
測
量
を
１
３
０
０

万
円
の
事
業
費
で
行
う
と
と

も
に
、
測
量
・
設
計
を
実
施
、

３
年
度
に
聞
き
取
り
調
査
・

審
査
・
採
択
決
定
を
受
け
て
、

実
施
設
計
に
入
る
。
現
在
の

試
算
で
は
、事
業
費
５
億
円
。

８
年
度
ま
で
の
工
事
期
間

で
、
９
年
度
に
換
地
処
分
を

行
い
、
事
業
の
完
了
を
予
定
。

　

な
お
、
キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ

に
つ
い
て
は
、
苗
木
を
植
え

て
か
ら
収
穫
ま
で
時
間
が
か

か
る
た
め
、
定
植
は
５
〜
６

年
度
か
ら
始
め
た
い
。

　

あ
わ
せ
て
、
農
業
支
援
員

や
担
い
手
を
確
保
し
た
い
。

令
和
２
年
度 

阿
武
町
簡
易

水
道
事
業
特
別
会
計
予
算

問　
現
在
の
水
道
の
加
入
率

に
つ
い
て
。

答　
昨
年
３
月
末
、
奈
古
地

区
全
体
で
56
・
３
％
（
旧
・

片
簡
易
水
道
が
91
・
２
％
、

そ
れ
以
外
が
44
・
５
％
）。

　

毎
年
10
件
程
度
の
加
入
が

あ
る
が
、
伸
び
悩
ん
で
見
え

る
の
は
、
加
入
数
以
上
に

空
き
家
化
に
伴
う
水
道
利
用

の
休
止
が
多
い
た
め
で
あ
る
。

社
会
」
と
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
巧
み
に

操
る
こ
と
に
長
け
て
い
る
現
代

の
若
者
社
会
を
、
ど
う
や
っ

て
融
和
さ
せ
る
の
か
、
と
い
う

問
題
が
あ
る
。

　

大
変
難
し
い
テ
ー
マ
だ
が
、

多
様
化
が
進
ん
で
い
る
今
日

の
社
会
で
は
従
来
型
の
、「
護
送

船
団
方
式
（
全
会
一
致
を
前
提

と
す
る
意
思
決
定
の
手
法
）」

で
は
限
界
を
迎
え
て
し
ま
う

と
思
っ
て
い
る
。

　

年
齢
に
関
係
な
く
、
自
分

自
身
の
関
心
事
と
し
て
地
域

全
体
に
及
ぶ
共
通
の
課
題
を

見
つ
け
、世
代
の
壁
を
超
え
、

徹
底
し
て
話
し
合
い
、
互
い

に
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
え
る

よ
う
な
「
仕
組
み
づ
く
り
」

が
必
要
で
あ
る
。

娯
楽
付
き

シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
の

設
置
に
つ
い
て

既
存
施
設
を
考
慮
し

研
究
し
て
い
き
た
い

問　
地
方
自
治
体
の
最
上
位

計
画
は
総
合
計
画
で
あ
る
。

　

今
回
の
計
画
で
は
、新
た
に

大
き
な
柱
と
し
て
、
７
つ
の

施
策
の
大
綱
を
掲
げ
て
い
る
。

　

そ
の
中
で
も
特
に
、
大
綱
に

則
し
た
「
町
民
が
求
め
る

田
舎
暮
ら
し
の
幸
福
度
」
を

追
求
し
た
い
。

　

高
齢
者
の
安
否
、
健
康
寿

命
の
延
伸
、
孤
独
感
の
打
破
、

認
知
症
予
防
、趣
味
の
発
揮
、

生
活
課
題
の
克
服
、治
安
維
持
、

世
代
間
交
流
、食
生
活
の
改
善
、

空
き
家
対
策
、防
災
対
策
な
ど
、

こ
れ
ら
の
社
会
問
題
は
今
後
、

極
め
て
深
刻
と
な
る
。

　

そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
問
題
を

一
つ
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
と
し
、

空
き
家
な
ど
を
活
用
し
て

町
民
が
さ
ま
ざ
ま
な
形
で

集
う
こ
と
が
で
き
る
「
娯
楽

付
き
の
集
合
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
」

を
つ
く
り
、
小
さ
な
町
に
し
か

で
き
な
い
、「
阿
武
町
型
」
の

暮
ら
し
シ
ス
テ
ム
を
構
築

し
、
健
康
寿
命
の
延
伸
を
後

押
し
す
る
施
策
を
講
ず
る
べ

き
だ
と
思
う
が
、い
か
が
か
。

町
長　
一
人
暮
ら
し
世
帯
は

３
０
７
世
帯
で
、
総
世
帯
数

（
１
４
８
０
世
帯
）
に
対
し
て

20
・
７
％
で
あ
り
、
割
合
は

増
え
て
き
て
い
る
。

　

国
土
交
通
省
が
監
修
し
た

シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
の
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
に
よ
る
と
、
シ
ェ
ア

ハ
ウ
ス
の
入
居
者
は
、
若
者

や
学
生
だ
け
で
な
く
、
低
額

所
得
者
、
高
齢
者
、
障
害
者

な
ど
住
宅
の
確
保
に
配
慮
を

要
す
る
方
々
も
想
定
さ
れ
る
。

　

国
に
お
い
て
も
一
戸
建
て

住
宅
を
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
に

用
途
変
更
す
る
た
め
に
必
要

と
な
る
改
修
工
事
に
つ
い
て
、

設
計
費
を
含
め
て
補
助
の

対
象
と
な
る
こ
と
が
可
能
と

な
り
、
空
き
家
を
活
用
し
た

賃
貸
住
宅
の
供
給
が
期
待

さ
れ
る
。

　

阿
武
町
で
は
、
空
き
家

バ
ン
ク
事
業
で
、
シ
ェ
ア

ハ
ウ
ス
に
改
修
し
た
事
例
は

な
い
が
、
各
地
に
実
践
と

成
果
を
上
げ
て
い
る
と
こ
ろ

も
あ
り
、
既
存
の
施
設
を

考
慮
し
な
が
ら
、
研
究
を

し
て
い
き
た
い
。

　 

第
７
次 

阿
武
町
総
合

計
画
の
策
定
に
つ
い
て

問　
住
民
に
対
し
て
、
ど
こ

ま
で
、
ど
の
よ
う
に
報
告
す

る
の
か
、
そ
れ
は
、い
つ
頃
か
。

　

ま
た
、
そ
の
計
画
案
は
、

す
で
に
完
成
し
て
い
る
の
か
。

答　
前
回
計
画
に
比
べ
て
、

ボ
リ
ュ
ー
ム
の
あ
る
も
の
と

な
っ
て
お
り
、｢

広
報
あ
ぶ
」

５
月
号
と
の
同
時
配
布
を
め

ざ
し
て
い
る
。
ま
た
、
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
、Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト

な
ど
も
使
っ
て
周
知
す
る
。

問　
総
合
計
画
の
策
定
に

つ
い
て
、
チ
ェ
ッ
ク
機
能
は
、

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

答　
「
住
み
よ
い
ふ
る
さ
と

づ
く
り
計
画
審
議
会｣

は
、

元
々
、
計
画
の
立
案
ま
で
が

役
割
だ
っ
た
が
、
今
後
は
、

検
証
ま
で
行
え
る
よ
う
に
条

例
を
変
更
し
、
委
員
各
位
の

住
民
的
目
線
で
評
価
し
て
い

た
だ
き
、
こ
れ
か
ら
の
展
開

に
活
か
し
た
い
。

令
和
元
年
度 

阿
武
町
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
４
回
）

問　

総
務
課
の
カ
ウ
ン
タ
ー

設
置
工
事
に
つ
い
て
。

答　
議
員
か
ら
の
意
見
も
あ

り
、
情
報
漏
洩
の
対
策
と
し

て
カ
ウ
ン
タ
ー
を
設
置
し
た
。

　

当
初
は
戸
惑
い
が
あ
っ
た

が
徐
々
に
慣
れ
て
き
た
。

　

ま
た
、
マ
ス
コ
ミ
対
応
に

つ
い
て
、
現
在
は
原
則
と
し

て
別
室
対
応
と
し
て
い
る
。

問　
地
域
滞
在
型
交
流
促
進

事
業
補
助
金
が
１
０
０
万
円
減

と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
。

答　
「
体
験
漁
業
」
の
た
め
の

遊
漁
権
の
在
り
方
に
つ
い
て

検
討
す
る
た
め
、
地
元
の
漁
師

を
交
え
て
先
進
地
の
視
察
な
ど

を
行
っ
た
が
、
本
補
助
金
で
は

な
く
、
地
方
創
生
交
付
金
を

活
用
し
た「
ま
ち
の
縁
側
推
進

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
一
環
と

し
て
行
っ
た
た
め
で
あ
る
。

　

な
お
、
こ
れ
ま
で
の
経
緯

か
ら
、
漁
業
者
と
の
合
意

形
成
は
図
ら
れ
て
い
る
と

考
え
て
お
り
、
今
後
は
、

阿
武
町
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ「
阿
武
町

稼
げ
る
町
づ
く
り
協
議
会

（
仮
称
）」
と
し
て
、
観
光

戦
略
づ
く
り
も
検
討
す
る
。

令
和
２
年
度 

阿
武
町
一
般
会
計
予
算

問　
ふ
る
さ
と
振
興
基
金

（
ふ
る
さ
と
寄
附
分
）が 

年
々

少
な
く
な
っ
て
い
る
が
、

何
か
基
金
を
増
や
す
た
め
の

努
力
や
工
夫
は
す
る
の
か
。

答　
最
大
の
ピ
ー
ク
時
に
は
、

｢

ふ
る
さ
と
寄
附｣

の
納
付
額

は
１
３
０
０
万
円
に
上
り
、

そ
の
際
の
積
立
額
は
７
０
０

万
円
だ
っ
た
が
、
そ
の
後
、

総
務
省
か
ら
「
カ
タ
ロ
グ

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
」
的
な
返
礼

品
に
つ
い
て
是
正
が
あ
り
、

寄
附
金
額
に
偏
り
が
生
じ
た
。

　

新
た
な
返
礼
品
と
し
て
は
、

「
ブ
ラ
ン
ド
価
値
」が
期
待
で

き
る
鮮
魚
や
、
干
物
な
ど
の

水
産
加
工
品
、
地
元
製
の

「
折
り
た
た
み
式
ソ
ー
ラ
ー

パ
ネ
ル
」の
提
供
を
検
討
中
。

◆
ス
ト
ロ
ー
現
象
と
は
？

交
通
網
の
開
通
に
よ
っ
て
、

地
方
の
人
口･

経
済
が
都
市
部

に
吸
い
上
げ
ら
れ
る
こ
と
。

問問 答

問答 答

問答

問答問答
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阿
武
町
長
の
花
田
憲
彦
で
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
か
ら
、

国
民
の
命
を
守
る
た
め
、
４
月
７
日
に
、

国
か
ら
「
緊
急
事
態
宣
言
」
が
発
令
さ
れ
た

と
こ
ろ
で
す
。

　
山
口
県
は
指
定
地
域
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

感
染
発
生
は
、
感
染
拡
大
地
域
か
ら
の

「
人
の
移
動
」
に
よ
り
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

　
阿
武
町
で
は
感
染
者
は
出
て
い
ま
せ
ん
が
、

「
感
染
の
リ
ス
ク
」
が
全
く
な
い
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　
そ
こ
で
阿
武
町
か
ら
感
染
者
を
出
さ
な
い

た
め
に
、
私
か
ら
、
住
民
の
み
な
さ
ま
、

そ
し
て
、
町
内
事
業
所
で
お
仕
事
を
し
て

お
ら
れ
る
方
、
阿
武
町
に
滞
在
し
て
お
ら

れ
る
方
に
次
の
こ
と
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
感
染
拡
大
地
域
へ
の
不
要
不
急
の
訪
問
は
、

で
き
る
だ
け
、
控
え
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

　
感
染
拡
大
地
域
か
ら
阿
武
町
へ
戻
ら
れ
た

際
に
は
、
２
週
間
程
度
は
健
康
管
理
に
し
っ

か
り
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
、
体
調
が
優
れ

な
い
と
き
に
は
、
む
や
み
に
外
出
を
せ
ず
、

休
養
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
今
後
予
定
さ
れ
て
い
る
行
事
や

集
会
は
、
ど
う
し
て
も
開
催
し
な
け
れ
ば

い
け
な
い
も
の
か
、
延
期
や
そ
の
他
の
対
応

が
で
き
な
い
も
の
か
、
今
一
度
ご
検
討
い
た

だ
き
、
不
要
不
急
の
外
出
を
控
え
る
行
動
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
町
で
は
、
み
な
さ
ま
の
安
全
安
心
の
た
め
、

正
確
な
情
報
発
信
に
努
め
、
関
係
機
関
と

連
携
し
、
感
染
防
止
対
策
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

　
な
お
、
詳
細
な
経
済
対
策
等
に
つ
き
ま
し

て
は
、
国
・
県
と
協
議
が
整
い
次
第
、
み
な

さ
ま
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
自
粛
続
き
の
中
、
町
民
の
み
な
さ
ま
に
は
、

大
変
、
不
自
由
な
思
い
、
そ
し
て
、
不
安
な

思
い
を
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
と
は
存
じ

ま
す
が
、「
オ
ー
ル
阿
武
町
」
で
感
染
防
止
に

取
り
組
む
よ
う
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
に
係
る
町
長
メ
ッ
セ
ー
ジ

阿武町長

花田 憲彦
　は な だ　　  のりひこ

阿
武
町
役
場
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
で
は
「
町
長
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
の
映
像
を
公
開
し
て
い
ま
す
。

　　　・あぶ芸能祭
　　　・海上自衛隊佐世保音楽隊コンサート
　　　・ＡＢＵスイムラン大会
　　　・福賀地区 大井川沿い こいのぼり立て

「新型コロナウイルス｣の主な行事への影響
　　・八代亜紀アコースティックコンサート
　　・コンコード・ジャズ・フェスティバル 2020
　　・福賀地区こいのぼり大運動会

延

期

中

止

【
昇　
格
】

　
本
部

　
▼
後
根　

 

浩 

＝ 

副
団
長　
　

　
奈
古
第
１
分
団

　
▼
中
村 

聡
司 

＝ 

分
団
長

　
▼
花
田 

良
則 

＝ 

副
分
団
長

【
異　
動
】

　
本
部

　
▼
矢
次 

稔
浩 

＝ 

本
部
長

　
　
　
（
兼
）
技
術
指
導
部
長　

写真 前列左から
　後根副団長、矢次本部長、
　中村分団長、花田副分団長

う
し
ろ
ね　
　
ひ
ろ
し

な
か
む
ら    

さ
と
し

  

は
な
だ　
よ
し
の
り

  

や
つ
ぎ     

と
し
ひ
ろ

消防団 幹部の異動
４月１日付（敬称略）

●山口県教育委員会の要請を受け、阿武町でも4月17日（金）から5月6日（水）まで
町内小中学校を臨時休業としました。●あわせて、公共施設の利用受付も休止しています。
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令和 2年 4月 1日～ 新たに５区画 販売開始！

希望区画は、先着順で受付します。

隣接する２区画まで購入可能です。

※詳細は、まちづくり推進課まで
　　　　　お問い合わせください。

全 29 区画
3.0~3.3万円 / 坪

柳橋分譲宅地 好評分譲中

 申し込みができる方
　●居住専用住宅または
　　併用住宅を建てられる方
　●宅地購入後、２年以内に
　　住宅建設に着手できる方
　●建売業者も歓迎

 申し込み必要書類
　①申込書
　以下、申込者および居住予定者全員の
　②住民票
　③納税証明書（滞納のない旨を証明するもの）

最大 280 万円補助
令和 2 年度からＵターン者も優遇 !!

　◆ 問い合わせ・申し込み：
　　 阿武町役場 まちづくり推進課　☎０８３８８-２-３１１１
　　 〒７５９－３６２２　山口県 阿武郡 阿武町 大字 奈古 ２６３６

北

南

※

こ
の
分
譲
地
は
、
阿
武
町
が
定
住
促
進
の
た
め
に

　
特
別
に
準
備
し
た
住
宅
専
用
地
で
す

 令和２年４月１日 
売り出し開始宅地

※その他区画は随時販売中

申 込 書 は
Ｗｅｂサ イ ト か ら
ダ ウ ン ロ ー ド 可 能

 現　地　概　要
　○所在地／山口県 阿武郡 阿武町 大字 奈古 字 柳橋
　○交通／ＪＲ奈古駅・バス停徒歩 5分、阿武小学校・阿武中学校 徒歩 3分
　○総区画数／ 29区画（令和 2年 3月末時点 15区画 販売済）

※令和２年４月１５日時点

13



  

ふ
る
や       

い
く
こ

お
ん
む
ら　

  

け
い
こ

 

梅
田  
直
美

福
賀
小 

養
護
教
諭

〈
萩
西
中
〉

　
再
任
用
で
す
が
初
心
に
帰
り
、

み
ん
な
と
一
緒
に
が
ん
ば
り

ま
す
。
み
ん
な
の
元
気
を

地
域
に
、
日
本
中
に
、
世
界
中

に
発
信
し
ま
し
ょ
う
！

 

山
﨑  

誠
一

福
賀
小 

教
諭

〈
椿
東
小
〉

　
一
人
ひ
と
り
の
子
ど
も
た
ち

と
心
を
通
わ
せ
、
深
く
関
わ
っ

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
、福
賀
の
こ
と
を
色
々

を
教
え
て
く
だ
さ
い
ね
！

 

藏
永  

京
子

福
賀
小 

教
諭

〈
阿
武
小
〉

　
奈
古
か
ら
福
賀
に
や
っ
て
来

ま
し
た
。
８
人
の
み
な
さ
ん
、

こ
れ
か
ら
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
！
阿
武
小
中
と
も
交
流
し

て
、
連
携
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

 

中
野  

達
史

福
賀
小 

校
長

〈
県 

教
育
庁
〉

　
初
校
長
で
す
。
校
長
先
生
と

し
て
、
み
ん
な
と
一
緒
に
何
が

で
き
る
か
、
い
ま
か
ら
と
て
も

ワ
ク
ワ
ク
で
す
！ 

よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
！

 

松
本  

真
伊

阿
武
小 

教
諭

〈
新
規
採
用
〉

　
子
ど
も
た
ち
と
、
た
く
さ
ん

勉
強
し
て
、
た
く
さ
ん
遊
ん
で
、

楽
し
い
日
々
を
過
ご
せ
た
ら

い
い
な
と
思
い
ま
す
。
ジ
ブ
リ

作
品
が
め
っ
ち
ゃ
好
き
で
す
♥

 

中
村  

仁
美

阿
武
小 

栄
養
士

･

給
食
セ
ン
タ
ー

　
去
年
ま
で
学
生
だ
っ
た
の
で
、

現
場
に
出
る
の
は
初
め
て
。

少
し
、
ド
キ
ド
キ
し
て
い
ま
す
。

楽
し
く
て
美
味
し
い
給
食
時
間

を
一
緒
に
作
り
ま
し
ょ
う
！

 

田
原  

香
代

阿
武
小 

教
諭

〈
明
木
小
〉

　
み
な
さ
ん
の
素
直
さ
、
一
生

懸
命
さ
に
感
動
し
て
い
ま
す
。

「
今
日
よ
り
明
日
が
良
く
な
る
」、

そ
う
思
っ
て
が
ん
ば
る
子
ど
も

に
な
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

 

尾
﨑  

博
利

阿
武
小 

教
諭

〈
椿
西
小
〉

　
一
日
も
早
く
み
ん
な
と
仲
良

く
な
っ
て
楽
し
い
学
校
生
活
を

送
れ
た
ら
と
思
い
ま
す
。
地
域

の
み
な
さ
ん
に
も
、
こ
れ
か
ら

お
世
話
に
な
り
ま
す
！

 

古
屋  

郁
子

阿
武
小 

教
頭

 〈
白
石
小･

県
立

山
口
博
物
館
〉

　
実
は
去
年
、
阿
武
っ
子
た
ち

と
は
天
体
観
測
の
出
前
授
業
で

交
流
し
て
い
ま
す
。
今
度
は
、

明
る
い
場
所
で
み
ん
な
の
笑
顔

が
見
え
る
の
で
、嬉
し
い
で
す
！

 

恩
村  

恵
子

阿
武
小 

教
諭

〈
明
倫
小
〉

　
以
前
、
奈
古
小
と
福
賀
小
に

い
ま
し
た
。
自
然
豊
か
な
町
で

み
ん
な
と
一
緒
に
校
外
学
習
を

で
き
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。 清
ヶ
浜
が
大
好
き
！

 

武
田  

亮
子

阿
武
中 

教
諭

　
毎
日
、
楽
し
く
学
校
に
来
て
、

毎
日
、
笑
顔
で
過
ご
せ
る
こ
と

が
学
校
生
活
で
一
番
大
切
な
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

一
緒
に
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。

 

小
戸     

淳

阿
武
中 

教
諭

〈
新
規
採
用
〉

　
数
学
を
苦
手
な
子
が
多
い
け

れ
ど
、
好
き
に
な
っ
て
も
ら
え

る
よ
う
工
夫
し
て
教
え
ま
す
！

好
き
な
方
程
式
は
、「
ナ
ビ
エ
・

ス
ト
ー
ク
ス
方
程
式
」で
す(

笑)

 

田
中  

勝
徳

阿
武
中 

教
諭

〈
越
ヶ
浜
中
〉

　
ふ
る
さ
と
を
し
っ
か
り
大
切

に
し
て
ほ
し
い
な
と
思
い
ま
す
。

僕
も
阿
武
町
の
出
身
な
の
で
、

生
徒
た
ち
に
「
伝
え
た
い
こ
と
」

を
じ
っ
く
り
考
え
て
い
き
ま
す
。

 

村
上  

伸
一

阿
武
中 

教
頭

〈
見
島
小
中
〉

　
こ
の
自
然
豊
か
な
阿
武
町
で
、

一
緒
に
成
長
し
ま
し
ょ
う
！

専
門
分
野
は
「
社
会
」。
非
常
に

面
白
い
教
科
な
の
で
、
興
味
を

も
っ
て
く
れ
た
ら
嬉
し
い
で
す
。

ま
つ
も
と        

ま
い

 

な
か
む
ら　
ひ
と
み

  

た
ば
ら   　

   

か
よ

 

お
さ
き       

ひ
ろ
と
し

  

な
か
の　

     

た
つ
し

 

く
ら
な
が　
き
ょ
う
こ

や
ま
さ
き   

せ
い
い
ち

  

う
め
だ　

    
な
お
み

む
ら
か
み　
し
ん
い
ち

   

た
な
か　

   

か
つ
の
り

　
お  

ど　
　

    

あ
つ
し

  

た
け
だ  　
り
ょ
う
こ

14人の
新しい先生たち
４月１日、町民センターで阿武町立小･中学校の
｢教職員着任式｣が開かれました。新しく阿武町に
着任した先生たちへのインタビューを掲載します！

（敬称略）、〈〉は前任校など

おしえて！
   【

阿
武
小
学
校
】

　
▼
教　
頭　
　
池
永 

智
宏 

＝ 

小
川
小
学
校

　
▼
教　
諭　
　
藏
永 

京
子 

＝ 

福
賀
小
学
校

　
▼
栄
養
教
諭   

上
田 

近
代  

＝ 

明
倫
小
学
校

　
▼
教　
諭　
　
用
殿 

正
和  

＝ 

長
期
研
修

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
山
口
大
学 

大
学
院
）

   【
福
賀
小
学
校
】

　
▼
校　
長　
　
福
井 

章
夫 

＝ 

島
地
小
学
校

　
▼
教　
諭　
　
横
山 

美
貴
恵
＝
明
倫
小
学
校

   【
阿
武
中
学
校
】

　
▼
教　
頭　
　
寺
田 

光
昭 

＝ 

退　
職　
　

　
▼
教　
諭　
　
藤
田 

多
恵
子
＝
大
井
中
学
校

　
▼
教　
諭　
　
栗
木 

み
の
り
＝
三
見
中
学
校

 

い
け
な
が    

ち
ひ
ろ

く
ら
な
が  

き
ょ
う
こ

  

う
え
だ      

ち
か
よ

よ
う
ど
の  

ま
さ
か
ず

   

ふ
く
い　

  

あ
き
お

よ
こ
や
ま　

    

み
き
え

   

て
ら
だ       

み
つ
あ
き

  

ふ
じ
た　

    

た
え
こ

  

く
り
き

町内小･中学校　教職員の転出など（敬称略）萩高校 奈古分校   新しい先生たち（敬称略）

しげなが   こうじ

重永 孝二
教諭（数学）

よしはら  ひろとし

吉原 博敏
教頭

  おがわ    たかひろ

小川 貴弘
教諭（国語）

    すずき      たかし

鈴木  卓
教諭（社会）

ふじわら  ひとみ

藤原  瞳
教諭（英語）

もりやま    なおき

森山 直樹
教諭（農業）

やまぐち　けいじ

山口 圭二
事務主任
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４/３        ニコニコ笑顔を待ってたよ！

 みどり保育園 入園式
今年は、16 人の子どもたちが園児の仲間入りをしました。
松浦 美栄子 園長は「一人ひとりの個性をしっかり伸ばせるよう、
職員一丸となって、大切なお子様を預からせていただきます」と
保護者たちに約束し、「地域ぐるみ」での保育を呼びかけました。

本園【年中児：１人、年少児：４人、２歳児：４人、１歳児５人】　分園【年中児：１人、１歳児：１人】　　計 16 人　

まつうら　   みえこ

  ４/８     阿武小２0 人・阿武中２２人

 阿武小･中学校 入学式

みなさんは「阿武町の宝」です。
家族や学校の仲間、地域の人たちが
みなさんを支えてくれていますよ。
「ありがとうございます」の気持ちを
伝えられる人になってください。

　　　　阿武小学校　宮内 辰夫 校長
みやうち   たつお

阿武小学校には 20 人の新 1 年生が入学しました。
入学式では６年生の梅田 凜花さんが歓迎の言葉を贈り、
「運動会やスタディ・フェスタなど、たくさんの行事が
あります。一緒にがんばりましょう」と呼びかけました。

うめだ　  りんか

今年度、阿武中学校には 22 人が入学しました。
山下 恵美 校長は、「困ったときは深呼吸をして周りを
見渡してください。みなさんの成長を見守ってくれる、
家族や友だち、先輩、先生、地域の人がいます。
3 年後、たくましく成長した姿を見せてください」と
新入生たちに、はなむけの言葉を贈りました。

やました　 えみ

私たちは新生活のスタートを切ります。
夢や目標に挑戦する努力を惜しまず、
校訓である「自主」・「敬愛」・「健康」の
もとに協力し、充実した学校生活を
送ることができるようにします。

　 阿武中学校 新入生代表　小池 由奈  さん
こいけ　 ゆな
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打
て
ば
響
く

町長
コラム

花田憲彦 町長
はな　だ　のり ひこ

地
域
お
こ
し
協
力
隊

岡
田 
健
太 
さ
ん   

（33） 

自
伐
型
林
業
担
い
手
着
任

「
持
続
可
能｣

の
カ
ギ
と
な
る
か
! ?

お
か
だ
　

 
け
ん
た

　
阿
武
町
で
は
、
豊
か
な
森
林
資
源
の
有
効
活
用

を
め
ざ
し
て
「
自
伐
型
林
業
」（
必
要
な
時
に

必
要
な
分
だ
け
資
源
を
伐
採
す
る
林
業
の
方
式
。

採
算
性
と
環
境
保
全
の
両
立
が
期
待
さ
れ
る
）
を

推
進
し
て
い
ま
す
。

　
４
月
１
日
に
は
、
新
た
に｢

自
伐｣

を
実
践
す
る

｢

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員｣

と
し
て
、
東
京
都
出
身

の
岡
田
健
太
さ
ん
が
着
任
し
、
花
田
町
長
か
ら

委
嘱
状
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

　
岡
田
さ
ん
は
、阿
武
町
へ
の
着
任
前
、

北
海
道
で
林
業
を
し
て
い
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
最
長
３
年
の
任
期
中
に
、

「
自
伐
」
の
イ
ロ
ハ
を
身
に
着
け
つ
つ
、

製
材
や
流
通
な
ど
も
含
め
た
林
業
経
営

に
取
り
組
む
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

「協力隊」の委嘱を受ける岡田さん

左から野原 淳 農林水産課長･岡田さん･花田町長
のはら    あつし

が

んば
ります

！

北海道では、カラマツの造林に従事していましたが、
「大規模な林業には、無駄が多すぎる」と痛感して
いました。なんとか改善できないかと考え、たどり
着いたのが阿武町です。よろしくお願いします！

■趣味・特技：ものづくり　■マイブーム：３Ｄプリンター

　
　
「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
」
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で　

　

い
ま
、世
界
中
で
多
く
の
人
が
、イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ（
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ネ
ッ
ト

ワ
ー
キ
ン
グ・
サ
ー
ビ
ス
）を
使
っ
た
情
報
交
換

や
交
流
を
行
い
、流
行
や
世
の
中
の
潮
流
ま
で

も
が
次
々
に
生
み
出
さ
れ
て
い
ま
す
。そ
し
て
、

こ
の
流
れ
は
、今
後
も
続
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

と
こ
ろ
で
、も
う
ひ
と
つ
の「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
」を

み
な
さ
ん
は
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
？

　

新
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
売
る（
作
る
）と
き
の

肝
と
な
る「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
」と
言
わ
れ
る
も
の
で
す
。

　

最
初
の「
Ｓ
」は
、ス
ト
ー
リ
ー
で
す
。開
発

し
よ
う
と
す
る
商
品
の
ウ
ン
チ
ク
や
、興
味

深
い
物
語
を
さ
り
げ
な
く
添
え
る
こ
と
で
す
。

　

次
の「
Ｎ
」は
ネ
ー
ミ
ン
グ
。「
な
に
な
に
？
」、

「
へ
ぇ
ー
！
」、「
な
る
ほ
ど
！
」、「
カ
ワ
イ
イ
！
」

と
思
う
よ
う
な
、人
々
の
心
に
残
る
、気
に
な
る

商
品
名
を
付
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。（
も
ち

ろ
ん
、「
ス
ト
ー
リ
ー
」を
連
想
で
き
る
名
前
で

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。）

　

最
後
の「
Ｓ
」は
、ス
ピ
ー
ド
で
す
。あ
ら
ゆ
る

商
品
開
発
に
お
い
て
時
代
に
合
っ
た
、ま
た
は
、

時
代
を
先
取
り
し
た
商
品
を
タ
イ
ム
リ
ー
に

作
り
出
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
の
で
す
。

　

阿
武
町
に
は
、特
色
あ
る
産
品
が
あ
り
、

農
産
物
、水
産
物
、そ
の
他
い
ろ
ん
な
も
の
が

丹
精
こ
め
て
、工
夫
を
凝
ら
さ
れ
て
生
産
さ
れ

て
い
ま
す
。「
ネ
タ
」は
た
く
さ
ん
あ
り
、物
語
は

い
く
ら
で
も
語
れ
ま
す
ね
。

　
「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
」の
精
神
で
開
発
し
た
商
品
を
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
駆
使
し
て
販
売
す
る
。

　

ダ
ジ
ャ
レ
の
よ
う
な

お
話
で
す
が
、ま
さ
に

「
時
代
」
に
合
っ
た

取
り
組
み
な
の
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

・
・
・

・
・
・

・
・
・

・
・
・
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shiBanoニュース
｢阿武町暮らし支援センター shiBano｣は、

住 ま い や 仕 事 の 相 談 が で き る 場 所。

あなたの “新たなチャレンジ” を応援します。

4 月から shiBano 内に、

「みんなの掲示板」を設置します。

日常生活の困り事や、誰かに教えてほしいこと、

「自分、こんなことできます！」といったこと。

どなたでも、ご自由に書き込んでいただけます。

「制服のお下がりをあげます」、

「誰か、電球交換を手伝って」などなど。

「小さな困り事」があったときに、

こちらの掲示板に書き込んでおくと、

助けてくれる方が見つかるかもしれませんよ♪

なにか活かしたい「特技」がある方も、

ぜひぜひ、掲示板に書いてみてください。

み
ん
な
の
掲
示
板

想
い
出
図
書
館

かねてより「本があったらええねぇ」と

ご意見をいただいていた shiBano に、

ついに待望の「図書コーナー」ができます！

しかし、まだまだ本棚は空っぽ……。

そこで、みなさんの「想い出の本」を

この本棚に置かせていただきたいと思っています。

お家に眠っている本の中には、

「昔、お孫さんに読み聞かせていた絵本」や、

「お父さんが、くり返し読んでいた小説」など、

きっと自分はもう読まないけれど、

　想い出があって、捨てるに捨てられない……、

　　という本が一冊はあるのではないでしょうか。

そんな想い出たちと一緒に、あなたの本を、

shiBano の本棚に置いてみませんか？

珈琲と、写真撮影と、宇田浦の夕景を
こよなく愛するカメラ女子･ふーちゃん。
最近の困り事は、
　  「仕事の日に限って お天気が良いので
　　　　　なかなか布団を干せないこと」

春から始まる
２つのチャレンジ
“Life is desire, not meaning.” ― Charles Chaplin, Limelight

〒759-3622 阿武町奈古 2700-1

open : 火･木･土 10:00～18:00

tel : 08388-2-3388

ジャンルは不問。原則１人１冊（シリーズものは全巻セットが望ましい）
持参または郵送で、「想い出のエピソード」を添えてお寄せください。
　　　※本の状態などによっては、処分させていただく場合もあります。

※連絡先などの個人情報は、ご自身の責任で管理していただきます。

　  集 落 支 援 員

吉 岡 風 詩 乃
  Y o s h i o k a  F u s h i n o

　  集 落 支 援 員

小 野  優
  O n o  M a s a r u

Vol.11

昭和レトロにあこがれて「孫ターン｣した青年。
想い出の本は『転んでもただでは起きるな！』

日清食品㈱の創業者・安藤 百福の伝記で、
“人生に遅すぎるということはない” と、
チャレンジする人の背中を押してくれます。

あんどう ももふく

「新型コロナウイルス」対策として、当面の期間、貸しスペース・貸しキッチンのご利用は控えさせて

いただきます。一方、すまい・しごとの電話相談は、引き続き行いますので、どうぞご連絡ください。
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 「
図
書
コ
ー
ナ
ー
」
を
紹
介
し
ま
す
！

　

町
民
セ
ン
タ
ー
１
階
の
図
書
コ
ー
ナ
ー
に
は
、

絵
本
や
小
説
、
図
鑑
な
ど
た
く
さ
ん
の
種
類
が

あ
り
、
直
木
賞
・
芥
川
賞
・
本
屋
大
賞
の
受
賞

作
品
や
ノ
ミ
ネ
ー
ト
作
品
、
新
聞
や
ネ
ッ
ト
で

話
題
に
な
っ
た
本
も
取
り
そ
ろ
え
て
い
ま
す
。

　
好
き
な
本
、
気
に
な
る
小
説
、
子
ど
も
た
ち
に

読
み
聞
か
せ
を
し
て
あ
げ
る
の
に
ピ
ッ
タ
リ
の

絵
本
も
、
き
っ
と
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
よ
。

３
／
２  

福
賀
の
暮
ら
し
を
地
域
で
考
え
る
会

　
福
賀
地
区
の
有
志
の
方
々
が
、
今
後
の
社
会
構
造
の
変
化
に
い
ち

早
く
対
応
し
、
地
域
課
題
の
解
決
に
向
け
た
方
策
を
探
る
た
め
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
昨
年
11
月
の
「
昭
和
会
」
研
修
視
察
の
際
、
今
後
の

多
様
な
時
代
変
化
に
応
じ
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
地
域
の
声
に
応
え
る

昭
和
会
で
あ
る
た
め
に
「
何
が
で
き
る
か
」
を
協
議
さ
れ
た
こ
と
が

発
端
で
、
新
た
な
事
業
を
創
る
こ
と
が
提
案
さ
れ
、「
考
え
る
会
」

を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

３
／
 26   
福
賀
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団 

卒
団
式

　
３
月
の
「
ス
ポ
少
親
子
交
歓
大
会
」
は
、コ
ロ
ナ
対
策
で
中
止
に
。

　
そ
の
た
め
福
賀
小
を
卒
業
し
た
６
年
生
２
人
を
迎
え
、
終
業
式
の

後
に
「
卒
団
式
」
を
行
い
ま
し
た
。
卒
団
生
２
人
か
ら
後
輩
た
ち
に

団
旗
が
手
渡
さ
れ
、
感
謝
の
言
葉
や
伝
統
継
承
の
願
い
を
発
表
し
、

今
後
の
健
闘
を
称
え
合
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
、
福
賀
ス
ポ
少
で
は

６
種
目
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
行
っ
て

き
ま
し
た
が
、
新
年
度
は
ス
ポ
ー
ツ

に
限
ら
ず
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
文
化

活
動
な
ど
、
様
々
な
体
験
活
動
を

含
め
た
取
り
組
み
を
幅
広
く
行
い
、

子
ど
も
た
ち
が
、
い
ま
大
切
で
必
要

な
部
分
を
取
り
込
め
る
よ
う
な
活
動

を
計
画
し
て
い
き
ま
す
。

良い意見がたくさん出ました中学校でもがんばって！

宇
田
郷
の
隠
れ
ス
ポ
ッ
ト
?!  

〜 

ト
ウ
ノ
ウ･

宇
田
監
視
所 

〜

　

知
る
人
ぞ
知
る
「
ふ
る
さ
と
の
名
所
」
だ
と
地
元
で
ウ
ワ
サ

さ
れ
る
２
つ
の
隠
れ
ス
ポ
ッ
ト
に
、
子
ど
も
会
の
育
成
者
と

公
民
館
の
ス
タ
ッ
フ
が
、
今
後
の
有
効
活
用
を
め
ざ
し
て
、

下
調
べ
に
行
き
ま
し
た
。

　
「
ト
ウ
ノ
ウ｣

は
、
宇
田
浦
の
海
を
一
望
で
き
る
山
の
上
の

開
け
た
場
所
の
呼
び
名
。
地
元
有
志
の
方
た
ち
が
桜
の
木
を

植
え
て
い
ま
す
。（
昔
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
紹
介
さ
れ
た
こ
と
も…

！
）

　
最
近
は
訪
れ
る
人
も
な
く
、

ウ
ッ
ソ
ウ
と
茂
る
森
の
中
に

ひ
っ
そ
り
と
た
た
ず
む
歴
史
の

遺
産
で
す
。
町
内
に
は
、
こ
の

よ
う
な
施
設
は
、
他
に
も
あ
る

の
で
し
ょ
う
か…

？

　
魅
力
的
な
「
隠
れ
名
所
」
を

２
か
所
、
ご
紹
介
し
ま
し
た
。

　
「
コ
ロ
ナ｣

が
落
ち
着
い
た
ら

地
区
の
行
事
で
活
用
で
き
れ
ば

良
い
な
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
「
宇
田
監
視
所｣

は
、
旧
・
宇
田
中
学
校
の
裏
山
に
残
る
、

第
二
次
大
戦
中
に
「
防
空
監
視
」
を
担
っ
た
施
設
の
跡
で
す
。

　
戦
後
は
、
地
元
の
子
ど
も
た
ち
の
良
い
遊
び
場
に
な
っ
て

い
ま
し
た
。（
現
在
は
「
防
災
サ
イ
レ
ン｣

の
設
置
場
所
で
す
）

　
山
菜
も
自
生
し
て
お
り
、

「
桜
だ
け
で
は
な
く
、
一
年
中

楽
し
め
る
。
整
備
す
れ
ば
、

草
す
べ
り
も
で
き
そ
う
」
と
、

大
好
評
で
し
た
。

ト
ウ
ノ
ウ
の
眺
望

〈
宇
田
監
視
所
〉

＜利用時間＞
  平日の 午前８時 30分から
　　　   午後５時 15分まで
＜本の貸出期間＞２週間

＜利用時間＞
  平日の 午前８時 30分から
　　　   午後５時 15分まで
＜本の貸出期間＞２週間

　
ぜ
ひ
、
図
書
コ
ー
ナ
ー
で

｢

お
気
に
入
り
の
本
探
し｣

を

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
！

地元の人たちが植えた桜の数々
中には結婚記念の｢夫婦桜」も

　
会
で
は
今
後
、
地
域
の
交
通
体
系

の
改
善
を
皮
切
り
に
、
買
い
物
や
、

暮
ら
し
の
中
の
小
さ
な
困
り
事
、

健
康
寿
命
延
伸
の
取
り
組
み
な
ど
、

「
誰
も
が
い
つ
か
直
面
す
る
問
題｣

に

焦
点
を
当
て
て
検
討
を
続
け
て
い
く

と
い
う
方
針
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
既
存
の
組
織
に
と
ら
わ
れ
な
い

「
志
」
を
も
っ
た
方
た
ち
に
よ
る
、

地
域
の
「
新
た
な
拠
点
づ
く
り
」
の

第
一
歩
が
踏
み
出
さ
れ
ま
し
た
。

18



阿武町ハッピーマイレージ
「阿武町ハッピーマイレージ」とは？

 

小学生以上の阿武町民または阿武町に通学･通勤している人を対象に、健診受診や健康づくり
の実践を通してポイントが貯まり、100ポイント以上の達成で、景品がもらえる取り組みです。
今年度も、県の“やまぐち健康マイレージ”とも連携して実施します。

今年度も無料！
　健康づくりを
　　応援します！

ポイントの
　数え方は？

◆ 健診を受ける（必須）
　 　　　　：１０ポイント （１健診あたり）
◆ 健康づくり教室などへの参加
　 　　　　：５ポイント （１回あたり）
◆ 目標設定：１ポイント
◆ 実　　践：１ポイント （１日あたり）

問：健康福祉課  ☎２－３１１３

貯まる！使える！笑顔になる！
楽しくプラス１
 笑顔から生まれる
健康づくり！

♪

ハッピーあぶ町♪♪

ハッピーあぶ町♪

★どうやって 参加するの？！★
❶「広報あぶ」４月号と一緒に配られた「参加申込用紙」に記入。

（健康福祉課･教育委員会・各支所にも用意しています）
❷健康福祉課・教育委員会・各支所の窓口で参加手続きを済ませ、

「チャレンジノート」をもらう。
❸自分で決めた「実践目標」を、チャレンジノートに記入する。
❹チャレンジノートに日にちを記入する。
❺毎日コツコツ、健康づくりを実践し、ノートに記入する。　

　★健診を受けよう！（がん検診、歯科健診もＯＫ！）★　　　　　　　　　　　　　　　
❻ポイントを貯めて商品と交換しよう！

ポイントが 貯まったら！

◆ ３５ポイント：
　　　　県内協力店で使える特典カード
◆ １００ポイント以上：
　町内店舗で使える阿武町商品券！
　そして今年もありますダブルチャンス賞！

実
践
目
標
は
、ち
ょ
っ
と
が
ん
ば
れ
ば

達
成
・
継
続
で
き
る
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
！

ス
タ
ー
ト
か
ら 

が
ん
ば
り
す
ぎ
な
い

こ
と
が
大
事
で
す

★おすすめ目標
運動：「ラジオ体操」・「ウォーキング」
生活習慣：「体重を測る」・「1日1回笑う」
食習慣：「よくかんで食べる」・
　　　  「いただきます！ ごちそうさま！ の
　　　　　　　　　　  あいさつをする」

やまぐち健康アプリとは？
◎毎日の歩数をカウントして、
　年代別や市町別、職場やグループごとに
　ランキングが表示されるなど、
　楽しく運動を継続できるよう
　工夫されています！

◎がんばった方には
　県内の協力店舗で使える
　特典カードをプレゼント！

健康づくりにウォーキングをされていて
スマートフォンをお持ちの方は
｢やまぐち健幸アプリ｣が
　　　　　　  おすすめです！

※詳しくは「広報あぶ」と一緒に配布されたチラシをご覧ください

心身ともに
元気でいられるために…
みなさんのご参加
　　お待ちしています！

★
★ 

あ
ぶ
10
マ
ン
は 

阿
武
町
の
み
な
さ
ん
の
健
康
づ
く
り
を
応
援
し
ま
す 

★
★

ト
ウ
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年金のたより

■■■■■■■■■■

■■■■■■■■■■

■■■■■■■■■■

国 民 年 金 保 険 料 の 金 額
　　令和２年度の国民年金保険料額は、月額 16,540 円 です。

　　令和２年度の国民年金保険料額は、国民年金法第 87 条において 17,000 円とされて
　いますが、平成 16 年度からの物価と賃金の変動に基づく令和２年度の保険料改定率
　「0.973」を乗じることにより、16,540 円となりました。

国 民 年 金 保 険 料 の 前 納
　　国民年金保険料を前納する場合の期間及び納付すべき額について、厚生労働省告示
　（令和２年厚生労働省告示第 40 号）により定められました。

　　現金・クレジットカード納付で保険料を前納した場合、毎月払いと比べて２年前納
　なら 14,590 円、１年前納なら 3,520 円、６ヶ月前納でも 810 円の割引になります。
　　また、口座振替制度を利用して保険料を前納した場合、毎月払いと比べて２年前納
　なら 15,840 円、１年前納なら 4,160 円、６ヶ月前納でも 1,130 円の割引となり、
　大変お得です。
　　口座振替・クレジットカード納付には、次の方法があります。
 （1）２年（４月～翌々年３月分）分の前納
 （2）１年（４月～翌年３月分）分の前納
 （3）６ヶ月（４月～９月分、10 月～翌年３月分）分の前納
 （4）毎月（早割、口座振替のみ）
 （5）毎月（割引なし）
　　※口座振替・クレジットカード納付による令和２年４月からの前納（２年分、１年分、
　　　６ヶ月分、早割）の新規申込みは、令和２年２月末日で受付を終了しました。

ま だ 間 に 合 う ２ 年 前 納
　　口座振替・クレジットカード納付による４月からの２年前納の新規申込みは、
　２月末日で受付を終了しましたが、現金（納付書）での納付は可能です。
　　納付書の発行については、お近くの年金事務所までお申し出ください。
　（令和２年４月から令和４年３月分までの前納納付書の使用期限は、４月 30 日です）
　　また、年度途中で新たに国民年金第１号被保険者になった方も、任意の月から
　翌年度３月まで納付書で納めていただくことができます。あわせてご利用ください。

　　※保険料額が30万円を超える納付書は、コンビニエンスストアでは利用できません。
　　　金融機関などで納めていただく必要があるため、営業日などにご留意ください。

令和２年度 国民年金保険料について

■ 問い合わせ
日本年金機構 萩年金事務所　☎０８３８ - ２４ - ２１５８
阿 武 町 役 場  戸 籍 税 務 課    ☎２ - ０５００

日本年金機構  Ｗｅｂサイト　http://www.nenkin.go.jp/

エ
コ
の
日

毎
月
19
日
は
、
地
球
に
良
い
こ
と
を
す
る
「
エ
コ
の
日
」。 

4
月
の
一
句
は
、 

「
つ
か
え
る
と
　
思
っ
た
し
ゅ
ん
か
ん
　
リ
サ
イ
ク
ル
」
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在宅の心身障害者や高齢者等の交通費を助成する制度として
福祉タクシー助成・福祉バス助成の２つの制度があります。

○ 身体障害者（１～３級）
○ 知的障害者　　　　　　    の手帳をお持ちの方
○ 精神障害者
○ 要介護の認定を受けた方（要介護１～５の方）
○ 難病患者など（特定疾患医療受給者証をお持ちの方）　
○ 人工透析を受けられている方　　
○ ８０歳以上の方（令和２年 4 月 1 日時点）　　
○ 運転免許証自主返納者

月

年  間

金  額

透析患者

　２枚

２４枚

１６,５６０円分

１４４枚／年

　１２枚

１４４枚

１４,４００円分

８６４枚／年

タクシー券
（基本料金分／枚）

バス券
（１枚１００円）

対象となる方（タクシー・バス共通） 交付枚数比較

タクシー（町内発）・町営バス・コミュニティバスの利用運賃を助成します！
福祉タクシー＆福祉バス
助成制度をご存じですか？

申請できるのは
タクシー券かバス券の
　どちらか片方じゃが

タクシー券２枚は
　バス券１２枚と
交換できるんじゃよ！

バ
ス
と

タ
ク
シ
ー
を

組
み
合
わ
せ
て

使
え
ま
す
ね
！

〇 印鑑 
〇 障害や要介護の程度がわかるもの（障害者手帳・介護被保険者証など）

申請に必要なもの 申 請 は 役 場 本 庁 ま た は
各 支 所 で 受 け 付 け ま す

◆ 問い合わせ：健康福祉課（福祉保健係）　☎ ２-３１１５

令和元年度コミュニティ助成事業
この度、阿武町では、
宝くじの助成金を財源に実施される

「コミュニティ助成事業」を活用し、
消防団員用の防火装備１０セットを
購入しました。

◆ 問：総務課 行政係　☎２-３１１０
届いた装備の検品の様子
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補助率
必要経費の 1/2 以内

上限 25万円

問い合わせ：農林水産課   ☎ ２ｰ３１１４

町の森林資源の利用拡大と
適正な整備・保全のために
新たに阿武町
薪ストーブ等
購入補助金を
創設しました。

 「薪ストーブ｣のある暮らし
    　　はじめてみませんか？

ご自宅などの室内に
「薪ストーブ」または
「ペレットストーブ｣を
購入する方に対して
町が経費を助成します。

上限金額20万円
（対象経費の１/３以内）

町内に住所を有する個人･事業所が対象です。
※ストーブの購入･設置は申請者が行うことが前提です。
※購入する前に、交付申請の手続きを行ってください。

阿 武 町
お い し い
も の づ く り
　 　 補 助 金

対象者（事業主体）
・農林漁業者により組織された加工グループなど
事業の採択要件（対象となる取り組み）
・地元農林水産物を利用した
    　　　新たな加工品の開発・商品化をめざす取り組み
・増産、製造方式の改善、製品の改良により、
　　　　加工品を作り続け、規模拡大を図る取り組み
補助対象経費
・加工品製造にかかる 10 万円以上の機械器具導入費用

魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
と
、

第
一
次
産
業
の
振
興
の
た
め
に
。

阿
武
町
の
農
林
水
産
物
を
活
か
し
た

加
工
品
づ
く
り
を
し
て
い
る

　
　
　
　

農
林
漁
業
者
の
み
な
さ
ん
が
行
う

経
営
拡
大
を
め
ざ
し
た

新
た
な
加
工
品
開
発
・
商
品
化
の
取
り
組
み
や
、

現
在
、
製
造･

販
売
し
て
い
る
加
工
品
の

増
産
、
製
造
方
式
の
改
善
、
製
品
改
良
な
ど
の

取
り
組
み
を
、
町
が
支
援
し
ま
す
。

加工品の製造・販売にチャレンジしている
農 林 漁 業 者 の み な さ ん を 応 援 し ま す

問い合わせ：農林水産課   ☎ ２ｰ３１１４

農作物被害にお困りの方へ
「有害鳥獣対策事業補助金」
有害鳥獣侵入防止柵等設置事業
萩阿武鳥獣被害防止対策協議会が実施する
侵入防止柵等設置事業（国庫補助）の対象とならない、
受益者１～２名の鳥獣害被害対策のための施設整備に、
町が助成を行います。

狩猟免許取得奨励事業
猟友会員の減少･高齢化が進み、担い手確保が課題です。
町では、新たに狩猟免許を取得し、猟友会で活躍して
いただける方に、免許取得経費の一部を補助します。

◎事業内容
　イノシシ用ワイヤーメッシュ･電気柵･波板トタン柵
　サル用電気柵･獣類用ネット柵の設置にかかる資材費
◎対象者
　阿武町に住所を有し、町内で農業を営む農家
　・事業費 10万円以上
　・農業売り上げ 20万円以上（自家用菜園は不可）｣
◎負担区分　町１/２以内

◎事業内容
　イノシシ用ワイヤーメッシュ･電気柵･波板トタン柵
　サル用電気柵･獣類用ネット柵の設置にかかる資材費
◎対象者
　阿武町に住所を有し、町内で農業を営む農家
　・事業費 10万円以上
　・農業売り上げ 20万円以上（自家用菜園は不可）｣
◎負担区分　町１/２以内

◎事業内容　・狩猟免許講習会受講料
　　　　　　・狩猟免許申請手数料の補助
◎対象者
　阿武町に住所を有し、新規で狩猟免許･わな猟免許を取得
　しようとする者（免許取得後は狩猟者登録を行い、町内の
　猟友会に所属すること）
◎負担区分（町１００％）

◎事業内容　・狩猟免許講習会受講料
　　　　　　・狩猟免許申請手数料の補助
◎対象者
　阿武町に住所を有し、新規で狩猟免許･わな猟免許を取得
　しようとする者（免許取得後は狩猟者登録を行い、町内の
　猟友会に所属すること）
◎負担区分（町１００％）

●
資
材
の
購
入･

設
置
は
申
請
者
が
行
う
こ
と
が
前
提
で
す
。●
対
象
の
柵
種
に
よ
っ
て
補
助
基
準
単
価
が

　

異
な
る
た
め
、
申
請
時
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。●
購
入
前
に
交
付
申
請
の
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

問い合わせ：農林水産課：☎２－３１１４
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子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
詳
し
く
は

厚
生
労
働
省
の
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い

農業･漁業 集落排水施設
利用者のみなさんへ
集落排水施設（下水）の使用料は、
住民票を基本にしつつ、
実際の居住人数で算定します。

問い合わせ：土木建築課   ☎ ２ｰ３１１２

大学進学や施設入所などで
住民票を異動せずに
居住人数が増減する場合は、
役場･土木建築課まで変更をお知らせください。

問い合わせ：健康福祉課   ☎ ２ｰ３１１３

問い合わせ：戸籍税務課   ☎ ２ｰ０５００

マイナンバー（個人番号）カード
電子証明書の更新について
「電子証明書｣の更新手数料は、
通常有効期限内のみ無料としていましたが、
「新型コロナウイルス」の感染拡大に伴い、
当面の期間、有効期限を過ぎてしまった場合でも
無料で手続きを行います。
期限内に更新手続きを済ませられなかった方は、
役場・戸籍税務課までご連絡ください。

令和２年度の 健診が はじまります！
がん検診・健康診査を受けて
年に１回の健康チェックをしよう
◎個別健診（医療機関で受診）

期間 :令和２年５月７日 ～ 令和３年１月 31日
 ※実施医療機関に直接、予約をしましょう

  実施日
６月４日（木）
　　５日（金）
　　７日（日）
　　８日（月）

11月 28 日（土）

会　場
ふれあいセンター
のうそんセンター
町民センター
町民センター
町民センター

◎集団健診（各地区で受診できます）
「
受
診
券｣

と｢

健
診
の
し
お
り
」
は

４
月
下
旬
、
世
帯
ご
と
に
送
付 

！

全国健康保険協会（協会けんぽ）に加入する
40～ 74歳の被扶養者は、特定健診を受診できます。
対象者のご自宅には、4月中旬に、協会けんぽから
「受診券｣が送られています。
健診実施機関に予約した上で、
「受診券｣と｢健康保険証｣を持参して
受診してください。
実施機関や集団健診の日程については、
「協会けんぽ山口支部｣のＷｅｂサイトをご覧いただくか
下記の電話番号にお問い合わせください。

「協会けんぽ｣の特定健診

山口支部  保健グループ
☎ ０８３ - ９７４ - １５０１

子宮頚がん予防ワクチン（HPV）
◆ 対　象
小学６年生から高校１年生に相当する年齢の女性
（平成 16 年４月２日～平成 21 年４月１日生まれ）

ワクチン接種をご希望の方は、
有効性と副反応について十分に理解し、
ご検討の上、役場までお申し込みください。

問：健康福祉課   ☎２ｰ３１１３

ごみの減量化と資源化で
循環型社会の形成へ
   「家庭用生ごみ処理容器」の
   購入費などに補助金を交付します！
◆対象者：町内に住所を有し、
　　　　　町税滞納のない方
　　　　　　　　　　　　　（事業者は除く）

◆補助率：購入費の１/２
　　※上限額　電動式の処理機　２０,０００円
　　　　　　　コンポスト容器　　２,０００円

※予算の範囲内で補助を行います

◆申請受付期間：  令和３年 ３月末まで
◎ 申請の際は、健康福祉課または各支所まで。
◎ 必ず、購入前の申請が必要です。

電
動
式 

生
ご
み
処
理
機

家庭用
生ごみ処理容器等 設置支援事業

コ
ン
ポ
ス
ト
容
器

使
用
年
数
や
走
行
距
離
を
考
え
、
今
年
３
月
に
「
ご
み
収
集
車
（
パ
ッ
カ
ー
車
）」
を
更
新
し
ま
し
た
。

新
し
い
車
両
を
長
く
使
う
た
め
に
も
、
家
庭
か
ら
出
る
ご
み
の
減
量
化
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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俳
　
句

お し ら せお し ら せ

萩市休日急患診療センター 椿 0838-26-1397
弥富診療センター  弥富 08387-8-2311
須佐診療センター 須佐 08387-6-2540
齋 　 藤 　 医 　 院 奈古 08388-2-2838
萩市休日急患診療センター 椿 0838-26-1397
萩市休日急患診療センター 椿 0838-26-1397
福　賀　診　療　所 福賀 08388-5-0863
萩市休日急患診療センター 椿 0838-26-1397
弥富診療センター 弥富 08387-8-2311
須佐診療センター 須佐 08387-6-2540

休日当番医

緊急の場合は１１９番
萩・阿武健康ダイヤル２４
24時間年中無休で健康や医療に関する
相談を受け付けています。
☎0120-506-322
★携帯電話に登録すると便利です

 4 /26㊐
 4 /29㊌
 5 / 3 ㊐
 5 / 4 ㊊
 5 / 5 ㊋
 5 / 6 ㊌
 5 /10㊐
 5 /17㊐
 5 /24㊐
 5 /31㊐

通話料・
相談料無料( )

※当番医の確認は役場または各支所へ

阿 武 町 で
エ コ 一 句

みなさんから投句のあった｢エコ一句」。
今月ご紹介する優秀作品は…

省エネは　未来の人へ　おくるもの

　きれいな地球の自然を守るため、一人ひとりにできることは、たくさんあります。
日々の生活を維持しながらも、小さなことから「省エネルギー活動」を取り入れて、
未来の人たちに、自然と夢を届けてあげましょう。

生
活
困
窮
者
自
立

支
援
法
に
よ
る
相
談
会　

お
知
ら
せ

◆
生
活
に
困
っ
て
い
る
、仕
事
が
見
つ

か
ら
な
い
、将
来
が
不
安
、病
気
で

働
け
な
い
な
ど
、
お
困
り
事
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

相
談
員
が
一
緒
に
考
え
、解
決
へ
の

お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

◆
日　
時   

令
和
２
年
５
月
20
日（
水
）

　
午
前
９
時
か
ら
12
時
ま
で

◆
場　
所　
阿
武
町
役
場 

小
会
議
室

◆
相
談
員

　
　

生
活
困
窮
者
自
立
相
談
支
援
員

◆
申
込
み　

　
　

健
康
福
祉
課 

☎
２‐

３
１
１
５

※

事
前
予
約
制（
前
日
ま
で
）

◆「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
通
知
カ
ー
ド
」は
、

今
年
の
５
月
下
旬
に
廃
止
さ
れ
ま
す
。

　

廃
止
後
は
住
所
・
氏
名
な
ど
が

住
民
票
に
記
載
さ
れ
て
い
る
内
容
と

異
な
る
場
合
は
、個
人
番
号
の
証
明

と
し
て
使
え
な
く
な
り
ま
す
。

　
記
載
変
更
が
お
済
み
で
な
い
方
は
、

お
早
め
に
、戸
籍
税
務
課
、ま
た
は

各
支
所
で
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ　
戸
籍
税
務
課

☎
２‐

０
５
０
０

※

廃
止
後
は
、通
知
カ
ー
ド
の
再
発
行

や
記
載
変
更
は
で
き
な
く
な
り
ま
す

の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

花
桃
や
厨
に
の
こ
る
酢
の
匂
ひ

一
雨
の
土
の
息
吹
や
蕗
の
薹

啓
蟄
に
出
好
き
の
虫
も
動
き
出
し

淡
々
と
生
き
て
寅
さ
ん
山
笑
う

山
道
や
辛
夷
の
花
に
つ
い
見
と
れ

昭
和
か
な
花
と
散
り
た
る
戦
史
あ
り

初
蝶
来
少
女
来
ふ
わ
り
風
の
中

種
芋
の
芽
に
あ
る
明
日
空
に
向
く

肩
の
荷
を
春
三
日
月
に
す
く
わ
れ
る

浜
に
立
つ
人
み
な
老
い
て
若
布
干
す

脳
天
の
一
番
端
に
棲
む
春
愁

花
吹
雪
野
地
蔵
そ
っ
と
目
を
つ
む
り

開
花
宣
言
勝
手
に
し
て
よ
手
酌
酒

上
皇
も
花
吹
雪
の
中
皇
居
去
る

忌
み
あ
け
し
牧
草
の
び
る
は
や
弥
生

佐
々
岡 

美
保
子

原
　

清
穂

柳
井　

惠
子

林
　

弘
子

小
田
　

衛

大
倉　

淑
子

梅
地　

眞
代

池
田　

幸
枝

木
村　

信
惠

出
羽 

法
泉
子

河
原　

慶
子

水
津　

紅
魚

能
野　

泰
枝

小
野
あ
け
美

河
原　

一
博

（
中

村
）

（
宇
生
賀
中
央
）

（
宇
田
中
央
）

（
浜
の
一
）

（
宇

久
）

（
宇
生
賀
中
央
）

（
東

方
）

（
大

里
）

（
久
瀬
原
）

（
浜
の
一
）

（
上

郷
）

（
東

方
）

（
釡

屋
）

（
寺

東
）

（
上

郷
）
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み
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は
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や
な
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け
い
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は
や
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ひ
ろ
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お  

だ　
　
　
　

ま
も
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お
お
く
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よ
し
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う
め
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ま
さ
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い
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さ
ち
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き
む
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の
ぶ
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い
ず
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か
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よ
し
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す
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づ　
　

 
 

こ
う
ぎ
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の
う
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や
す
え

　

 

お 
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み

 

か
わ
は
ら　
　

 

か
ず
ひ
ろ

マ
イ
ナ
ン
バ
ー

通
知
カ
ー
ド
の

住
所
変
更
が

　
ま
だ
の
方
へ

河野 琴音さん（阿武小学校 6 年・美咲）
かわの　 ことね
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俺
も
や
る
　
そ
の
一
言
を
　
待
っ
て
い
た

女
と
男
の
一
行
詩

ひ
と

ひ
と

日 曜 行　　　事　　　予　　　定
7
8

11

12

13

14

15

19

21

25

28
29

木
金

月

火

水

木

金

火

木

月

木
金

5月

ひよこクラブ【ほっとハウスみどり】9:45 
保護者会合同役員会【みどり保育園（本園）】19:30
健康教室さくら会【町民センター】9:00
消費生活相談員による相談日【役場１F相談室】8:30
園医健康診断【みどり保育園（本園）】13:30
民生委員児童委員協議会定例会【役場２F大会議室】8:30
農業委員会 総会【役場２F小会議室】9:00
食改役員会【役場２F大会議室】9:00
ひよこクラブ【ほっとハウスみどり】9:45
身障協総会【社会福祉協議会】10:00
心配ごと相談【町民センター】9:00
身体測定【みどり保育園】11:00 
幼児健診【母子健康センター】13:00
宇田郷寿齢大学【ふれあいセンターほか】9:30
宇田寿齢会連絡協議会【ふれあいセンター】11:30
ひよこクラブ【ほっとハウスみどり】9:45
消費生活相談員による相談日【役場１F相談室】8:30
誕生会【みどり保育園】11:00
ひよこクラブ【ほっとハウスみどり】9:45
避難訓練・交通安全指導【みどり保育園】11:00

阿武町の人口と世帯数 （3月末）

※（　）内数字は対前月比

地区別 人　口 世帯数 移動内訳
奈　古

福　賀

宇田郷

合　計

2,167（－10）

　524（－5 ）

522（－1 ）

3,213（－16）

1,019（－1 ）

　262（－1 ）

　279（ 1 ）

1,560（－1 ）

転入　14

転出　28

出生　0

死亡　2

3月の交通事故

（　）内数字は前年件数

区　分 物損
事故

99
（108）
2
（1）

1
（1）
0
（0）

0
（0）
0
（0）

0
（0）

1
（1）

負傷者死者
人　身　事　故
件数

萩警察署管内で
起こった事故
うち阿武町内で
起こった事故

業　　種 賃　　金会　社　名
軽食の調理及び販売
惣菜・弁当調理
食品加工（鮮魚）
惣菜・弁当調理

軽食の調理及び販売
土木施工管理技士
土木作業員

土木作業員（監督見習い）

150,000円～
150,000円～
150,000円～
時給830円～
時給830円～
250,000円～
172,800円～
187,000円～

道の駅阿武町
（あぶクリエイション）

小田建設

阿武建設

業　　種 賃　　金会　社　名
技術（製品設計）
各種蛇腹製造工
介護職員

介護職員（いらお苑）
看護職員（いらお苑）
フロントおよび監視
（道の駅阿武町温水プール）

薬剤師

180,900円～
141,792円
140,000円
140,000円
176,000円～

時給830円～

時給2,000円～

ナベル山口工場

阿武福祉会

太陽コミュニ
ケーションズ
くぼた薬局

町内の求人情報4月分 4月10日現在（すでに決定済みとなっている場合があります。その際にはご了承ください。）
●問い合わせ　ハローワーク萩・萩公共職業安定所　☎0838－22－0714

17

※新型コロナウイルス対策で変更する場合があります。

阿 武 町　 未 来 を 担 う 人 材 　育 成 事 業　

ハワイ･カウアイ島 語学留学
阿 武 町　 未 来 を 担 う 人 材 　育 成 事 業　

ハワイ･カウアイ島 語学留学 参加者
募集阿武町では、英語教育に対する取り組みとして、

周防大島町・和木町・山口大学と連携して実施する
「語学留学プログラム｣に参加する高校生を募集しています。

 【研修期間】  令和２年 8 月 3 日 ( 月 ) ～ 8 月 16 日 ( 日 ) 予定
 【研 修  先】  アメリカ合衆国　ハワイ・カウアイ島 
 【募集人員】  阿武町に住所を有する高校生 5 人
 【選 考  等】  応募者多数の場合は、選考または抽選
 【参加助成】  総経費約 50 万円の 4 分の 3 を助成
 【応募方法】  ①専用の応募用紙 ( 顔写真貼付 ) と、
 　　　　　   ②作文（400 字原稿用紙１枚、テーマは 「参加の動機について」）を提出

 【応募締切】  4 月 27 日（月） ◆問い合わせ・提出先：まちづくり推進課  ☎０８３８８ｰ２ｰ３１１１

※「新型コロナウイルス感染症｣の影響など、
　 今後の国際情勢によっては、日程変更や事業中止となる場合があります。25



作品は道の駅温泉棟１階に展示中

「旬の野菜たっぷりおすすめレシピ！」より

宇生賀中央　原 八千代 さん
はら  や  ち  よ

彩り野菜肉じゃが

ヘ
ル

スメ
イト☆おすすめ料

理

私 の 一 品

会 員 作 品

●4月３日の昼、野柳の桜を撮影しました。
　春の桜と川を一緒に。コラボが良い場所です。

◆問い合わせ　あぶフォト倶楽部 事務局　☎2-311０

※４/2７(月)に予定していた定例会は
「新型コロナ対策」のため中止です

[ 材料 (４人分 )]
牛肉 (切り落とし )　　
 ３００ｇ
新ジャガイモ ５００ｇ
新タマネギ ２００ｇ
アスパラガス　
 ８０～１００ｇ
パプリカ（赤） １００ｇ

【煮汁】
水 １と 1/2 カップ
酒　 1/２カップ
しょうゆ 大さじ 2
砂糖 大さじ 1
塩 小さじ 1/4
油 大さじ 1/2

[ 作り方 ]
①ジャガイモは大きめの
　一口大に、タマネギは
　１センチ幅のくし形に切る。
　アスパラガスは３～４センチの長さに切り、
　根もとの固い部分は皮をむく。パプリカは
　へたと種を取り除き、縦半分に切ってから、
　横５ミリ幅に切る。
②フライパンに油を強めの中火で熱し、牛肉を
　１分炒める。ジャガイモ、タマネギを加えて
　さらに１～２分炒める。
③煮汁の材料を加え、煮立ったら弱めの中火にする。
　落としぶたをして３分煮て、ジャガイモの
　上下を返してさらに３分煮る。
④落としぶたを取り、アスパラガス、パプリカを
　加える。上下を返しながら再び、火を強め、
　煮汁が少なくなり、つやが出るまで２分ほど
　煮からめて、器に盛る。

「
桜
の
あ
る
川
」

出
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文
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  「
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ん
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こ
れ
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よ
ろ
し
く
ね
！
」

16 人の仲間入り

４
月
28
日
か
ら
５
月
１
日
ま
で
、
萩
市
民
館
で
の
開
催
を
予
定
し
て
い
た
「
あ
ぶ
フ
ォ
ト
倶
楽
部
・
高
麗
者
写
真
教
室 

コ
ラ
ボ
展
」
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
予
防
に
対
す
る
配
慮
の
た
め
、
日
程
を
変
更
し
て
９
月
６
日
か
ら
９
日
ま
で
の
期
間
に
開
催
し
ま
す
。

●今年は世の中、新型コロナで大変ですが、桜は
　綺麗に咲き、静かに花の下で楽しそうな親子を
　見つけ、遠くから微笑ましく感じて撮りました。

「
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
の

桜
の
下
で
」

梅
地　

博
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（
野
柳
）
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ろ
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